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ひじきの収穫が始まりました

　堀賢治さんと典子さん夫妻（阿那賀）は４月中旬から５月まで、ひじきの収穫を行っ

ています。大潮で潮が引き水位がさがったときに出航。岩場に自生しているひじきを鎌

で刈り取り、２日ほど天日干してから島内の業者に出荷しています。堀さんは、「南あわじ

のひじきは、やわらかくうまみがあっておいしい。多くの人に食べてもらいたいです」と

話していました。（４月14日撮影）
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
支
援

県
議
会
議
員
選
挙

　

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
が
４
月

10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
即
日
開

票
の
結
果
、
現
職
の
永
田
秀
一
さ

ん
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
谷
さ
ん
は
、「
避
難
所
で
は
、

余
震
な
ど
の
影
響
で
寝
不
足
に
陥

る
人
が
多
く
、ま
た
食
事
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
い
な
い
た
め
、高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
の
悪

化
が
心
配
で
す
」と
話
し
ま
す
。前

田
さ
ん
は
、「
家
庭
訪
問
で
は
、ス

ト
レ
ス
を
溜
め
込
ん
で
い
る
人
が

多
い
の
で
、被
災
者
の
相
談
相
手
に

な
る
こ
と
は
大
切
で
す
。し
か
し
、

目
の
前
で
人
が
津
波
で
流
さ
れ
て

い
る
人
も
い
ま
す
。相
談
す
る
中

で
、悲
し
い
出
来
事
を
思
い
出
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
対

応
が
難
し
か
っ
た
」と
言
い
ま
す
。

　

市
で
は
、今
後
も
被
災
地
の
支

援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
に
４
月
４
日
〜
８
日
の
５
日

間
、
保
健
師
・
西
谷
由
佳
係
長

と
前
田
多
江
主
査
を
派
遣
し
ま
し

た
。
活
動
を
終
え
４
月
11
日
、
市

役
所
中
央
庁
舎
で
中
田
市
長
に
報

告
。
中
田
市
長
は
「
大
き
な
被
害

を
受
け
た
被
災
地
に
出
向
き
、
非

常
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
く

れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

２
人
が
行
っ
た
地
区
は
、津
波

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
仙
台

▲開票作業を行う市職員

三
洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
㈱

消
防
庁
か
ら
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定

　

東
北
、関
東
地
方
を
中
心
に
日
本

の
歴
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
大
地
震

及
び
大
津
波
が
発
生
し
、想
像
を
絶

す
る
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
の
悲
惨
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、涙

す
る
光
景
が
目
に
焼
き
つ
い
て
お
り

ま
す
。被
災
地
の
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
方
々
に
衷

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。       

　

阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
私

た
ち
南
あ
わ
じ
市
民
に
と
っ
て
の
防

災
対
策
は
命
を
守
る
対
策
と
し
て
非

常
に
重
要
で
す
。想
定
外
や
想
像
以
上

と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
い
、未
だ
行
方

不
明
者
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

市
役
所
職
員
が
被
災
し
災
害
対
策
本

部
が
機
能
せ
ず
、庁
舎
そ
の
も
の
が
被

害
に
あ
い
住
民
基
本
台
帳
が
消
失
す

る
な
ど
、市
民
の
安
否
確
認
さ
え
困

難
な
基
礎
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
。

　

東
南
海
・
南
海
地
震
が
30
年
以
内

に
60
％
〜
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。合
併
後
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
網
に
よ
る
宅
内
告
知
放

送
及
び
１
１
２
か
所
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
・
サ
イ
レ
ン
、屋
外
監
視
カ
メ
ラ
、

沼
島
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、小
中
学
校
耐
震

化
１
０
０
％
、保
育
所
の
耐
震
化
、備

蓄
食
糧
や
資
機
材
の
整
備
な
ど
、多

種
多
様
で
巨
額
の
投
資
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。し
か
し
、ハ
ー
ド
事
業
に

は
限
界
が
あ
り
、最
終
的
に
は
市
民
一

人
ひ
と
り
の
心
構
え
が
大
切
で
す
。

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
家

族
の
命
は
家
族
で
守
る
。
地
域
の
命

は
地
域
で
守
る
。」
を
基
本
理
念
と

し
、
個
人
、
家
庭
、
地
域
が
防
災
意

識
を
高
く
持
っ
て
い
た
だ
き
、
災
害

発
生
時
に
は
迅
速
に
対
応
し
避
難
す

▲市長に地図で示しながら活動報告をす
る西谷さん（左）と前田さん（右）

市
の
若
林
区
。同

地
区
の
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
避
難
所
や
被

災
者
の
自
宅
を
訪

問
し
、健
康
相
談

や
健
康
管
理
に
あ

た
り
ま
し
た
。

▲家庭訪問

▲仙台市若林区

▲避難所での血圧測定

候補者氏名 得票数

あべ まもる 6,190

永田 秀一 １万6,600

当日有権者数 4万2,199人

投票総数 2万3,198人

投票率 54.97％

有効投票数 2万2,790人

無効投票数 408人

開票結果（敬称略、届出順）22時2分確定

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　  　（４月16日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 393件 53,361,719円

市外（島内） 52件 7,201,000円

市外（島外） 232件 28,654,940円

合計 677件 89,217,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

ふ
る
さ
と
納
税

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選挙結果

東
日
本
大
震
災
は
人
ご
と
で
は
な
い

▲市内16か所に設
置された義援金箱

㈱
パ
イ
オ
ニ
ア
か
ら
１
０
０
万
円
寄
附

　

遊
戯
機
器
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会

社
パ
イ
オ
ニ
ア（
本
社 

東
大
阪
市
）

が
、
福
良
に
淡
路
工
場
を
開
設
し

て
今
年
４
月
８
日
で
７
年
目
を
迎

え
た
こ
と
か
ら
、
市
に
１
０
０
万▲寄附金を手渡す野口三次社長（右）

　

災
害
時
で
の
地
域
防
災
を
支
え

る
消
防
団
の
活
動
は
ま
す
ま
す
重

要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

消
防
団
員
の
ほ
と
ん
ど
が
被
雇
用

者
と
い
う
現
状
の
な
か
、
い
ざ
と

い
う
時
の
団
員
の
出
動
や
活
動
で

は
、
勤
め
先
の
会
社
や
事
業
所
の

理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
総
務
省
消
防
庁
で
は

「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
導
入
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
、

三
洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
㈱
（
賀
集
）

が
認
定
さ
れ
、
４
月
６
日
、
表
示

証
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
社
は
、
す
で
に
、
平
成
21
年
度
、

島
内
３
市
の
消
防
団
と
淡
路
広
域

消
防
で
構
成
す
る
淡
路
地
区
消
防

協
議
会
か
ら
、
協
力
事
業
所
の
認

定
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、
従
業
員
約
９
５
０

人
中
、
約
２
０
０
人
が
消
防
団
に

入
団
し
、
活
動
し
て
お
り
、
火
災

時
の
出
動
は
、
公
休
（
有
給
）
扱

い
と
な
る
な
ど
、
消
防
庁
の
協
力

事
業
所
認
定
基
準
に
適
合
し
て
い

る
こ
と
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心
に

地
域
で
助
け
合
い
冷
静
に
行
動
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
早
急
に
進
め
、
点

検
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者

や
障
害
者
、
子
ど
も
や
寝
た
き
り
の

方
な
ど
、
誰
が
誰
を
助
け
ど
う
逃
げ

る
か
、
避
難
所
や
必
要
資
材
、
備
蓄

は
ど
こ
に
あ
る
か
、
細
か
な
と
こ
ろ

を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
と
し
て
最
も
重
要
で
積
極

的
に
進
め
て
き
た
防
災
対
策
を
再
度

検
証
し
、
特
に
津
波
の
心
配
が
大
き

い
福
良
・
阿
万
・
灘
・
沼
島
・
阿
那
賀
・

丸
山
・
湊
・
松
帆
地
区
自
治
会
を
は

じ
め
、
重
責
を
担
う
消
防
団
や
自
主

防
災
組
織
と
共
に
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
避
難
路
等
を
見
直
し
、
迅
速
に

確
実
に
機
動
で
き
る
よ
う
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
地
域
の
絆
を
強

め
、
是
非
と
も
大
災
害
を
想
定
し
た

個
々
の
行
動
計
画
を
積
極
的
に
組
み

立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▲中田市長より４月11日、市役所中央庁舎で辞令交
付を受ける県からの派遣チーム（４人）

収
税
課

に
あ
た
っ
て
、事
前
に
「
下
見
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
上
の
画
像
で
は
分
か

り
に
く
い
点
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
公
売
に
出
る
物
品
を
実

際
に
確
認
で
き
る
唯
一
の
機
会
で

す
。
こ
の
機
会
に
是
非
、
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

▽
日
時　

５
月
30
日
（
月
）

　

午
前
12
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

※
な
お
、公
売
物
品
に
つ
い
て
は
、

ヤ
フ
ー
の
「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
」
の
サ
イ
ト
で
５
月
26
日

（
木
）
よ
り
閲
覧
が
可
能
で
す

県
か
ら
個
人
住
民
税
等
整
理
回
収
チ
ー
ム
を
受
入
れ

問
収
税
課
☎
43
・
５
０
３
４

円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
15

日
、
野
口
三
次
社
長
か
ら
「
南
あ

わ
じ
市
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。」
と
中
田
市
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
ご
寄
附
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

県
の
専
門
職
員
（
４
人
）
の
派
遣

を
受
け
入
れ
て
、
税
の
徴
収
率
向

上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

受
入
期
間
は
４
月
か
ら
来
年
３

月
末
ま
で
。
県
の
指
導
や
助
言
を

受
け
な
が
ら
共
同
で
の
対
応
や
滞

納
整
理
の
事
案
に
取
り
組
み
、
県

と
市
が
合
同
・
連
携
し
て
徴
収
率

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
物
品
の

「
下
見
会
」
を
開
催

　

市
税
の
滞
納
処
分
に
よ
り
、
差

押
え
た
動
産
を
換
価
す
る
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
」
を
実
施
す
る

◆
被
災
地
へ
の
義
援
金

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
を
受
け
た

被
災
者
の
復
興
支
援
の
た
め
、
義

援
金
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

義
援
金
総
額
※
４
月
15
日
現
在

　

１
８
２
４
万
９
９
１
１
円

❶
個
人
・
団
体　

２
０
９
件

　

１
４
４
９
万
２
４
３
３
円

❷
義
援
金
箱
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の

　

３
７
５
万
７
４
７
８
円

問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

▲市消防団の出口智康団長（左）から表示証の伝達を
受けた三洋エナジー南淡㈱の前川治充部長（中央）

市政ひろば
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地元のよさを再確認・市職員の配置

市
長

　

中

田

勝

久

副
市
長

　

川

野

四

朗

教
育
長

　

岡

田

昌

史

議
会
事
務
局

局
長　

高

川

欣

士

次
長　

阿

閉

裕

美

【
議
会
事
務
局
】

課
長　

垣　

光
弘

職
員　

船
本
有
美

橋
詰
恭
子
、
川
添
卓
也

市
長
公
室

室
長　

中
田　

眞
一
郎

次
長
（
総
合
政
策
推
進
担

当
兼
新
庁
舎
建
設
推
進
事
務

局
長
）
橋

本

浩

嗣

【
市
長
公
室
】

課
長　

田
村
愛
子

職
員　

喜
田
憲
和

佐
藤
佳
史
、
山
家
光
泰

中
嶋
宏
昭
、
栄
井
賢
次

秦　

伸
行
、
松
本
潤
子

山
口
明
宏

総
務
部

部
長　

渕

本

幸

男

次
長　

林
　

光

一

【
総
務
課
】

課
長　

佃　

信
夫

職
員　

加
野
泰
生

井
上
拓
也
、
榎
本　

新 

秀　

充
浩
、
谷
口
直
美

居
神
さ
ゆ
り
、
前
川
倫
章

原
田
恭
宏
、
三
谷
香
名

勢
戸
理
恵

【
防
災
課
】

課
長　

松
下
良
卓

職
員　

宗
田　

健

浅
井
優
子
、
善
甫
忠
昭

川
添
雅
弘

【
情
報
課
】

課
長　

富
永
文
博

職
員　

古
川
浩
司

木
田
博
仁
、
赤
井
達
弘

藤
田
隆
翁
、
河
尻
将
登

山
本
沙
也
香

【
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

淡
路（
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
）】

所
長　

土
肥
一
二

職
員　

馬
野　

徹

山
野
絵
美
、
坂
口
宏
樹

前
野
洋
司
、
榎
本
全
克

増
田
賢
司
、
中
川
達
也

選
挙
管
理
委
員
会

【
事
務
局
】

書
記
長
（
林
総
務
部
次

長
兼
務
）

書
記
（
総
務
課
秀
・
前

川
兼
務
）

【
緑
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

長

尾

重

信

課
長
（
地
域
防
災
・
振

興
担
当
）
片
山
雅
弘

職
員　

奥
野
祥
子

井
上
美
奈
子
、
大
上
聡
美

井
筒
あ
ゆ
み
、
丸
永
剛
之

坂
本
裕
美
、
阿
部
沙
織

健
康
福
祉
部

部
長　

郷
　

直

也

次
長（
後
期
高
齢
者
医
療
担

当
） 　

 

藤

本

政

春

【
福
祉
課
】

課
長　

鍵
山
淳
子

職
員　

児
玉
裕
仁

澤
田
浩
明
、
中
川
さ
ち
代

西
庄　

登
、
河
井
美
和

吉
原
千
佳
、
澤
田
晋
吾

西
川
純
歩
、
橋
本
正
人

古
川
実
香
、
碇　

真
紀

濵
口
知
明
、
伊
吹
美
喜
子

【
長
寿
福
祉
課
】

課
長　

小
坂
利
夫

職
員　

静
永
峯
雄

垣
貴
美
子
、
橋
本
里
美

村
本
み
ゆ
き
、
森
山
雅
生

齋
藤
浩
二
、
永
田
加
織

郷
野
仁
史
、
石
田
緩
子

豊
田
章
裕
、
藤
江
朋
代

水
田
智
子
、
前
川
知
住

【
保
険
課
】

課
長　

川
本
眞
須
美

職
員　

岡
本
良
次

板
野
あ
ゆ
美
、
松
山　

勤

真
野
匡
史
、
森
花
愛
子

前
川
恭
範
、
椚
田
華
緒
理

河
尻
春
奈

【
健
康
課
】

課
長　

小
西
正
文

職
員　

島　
　

誠

芝
美
智
世
、
西
谷
由
佳

荒
木
柳
子
、
田
坂
千
佐
美

譽
田
志
緒
理
、
内
原
孝
美

前
田
多
江
、
肥
田
理
江

原
口
友
理
子
、
古
池
美
穂

曽
根
英
次

【
少
子
対
策
課
】

課
長　

福
原
敬
二

職
員　

前
田
秀
美

清
水
麻
貴

【
西
淡
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

前

田

和

義

課
長
（
地
域
防
災
・
振

興
担
当
）
岡
本
千
明

職
員　

柏
木
映
理
子

山
形
恭
子
、
雨
堤
知
世

真
野
美
智
子
、
内
山
賢
一

東　

智
美

産
業
振
興
部

部
長　

水

田

泰

善

次
長
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
室
長
）
興

津

良

祐

【
商
工
観
光
課
】

課
長　

阿
部
員
久

職
員　

原
口
言
美

西
岡
義
文
、
古
川
祥
司

林　
　

誠
、
興
津
洋
佑

【
企
業
誘
致
課
】

課
長　

北
川
真
由
美

職
員　

北
井
一
也

【
水
産
振
興
課
】

課
長　

早
川
益
弘

職
員　

森
本
圭
亮

興
津
武
秀

都
市
整
備
部

部
長　

山

田
　

充

次
長
（
三
原
川
水
系
河
川

整
備
・
低
地
帯
対
策
担
当
）

山

崎

昌

広

【
管
理
課
】

課
長　

和
田
幸
三

職
員　

阿
萬　

力

野
上
恒
史
、
前
田
有
治

助
嶋　

透
、
堀
川
昌
志

西
久
保
絵
理

【
建
設
課
】

課
長　

赤
松
啓
二

職
員　

玉
久
保
博
和

長
谷
川
亮
治
、
廣
内
繁
一

三
宅
哲
也
、
清
水
信
彰

魚
谷
英
生
、
田
村
文
明

佐
々
木
祐
輔
、
谷
本
尚
之

中
谷　

晃

【
都
市
計
画
課
】

課
長　

森
本
秀
利

職
員　

原
口
久
司

安
田
文
子
、
福
田
晃
久

高
田
智
之
、
児
嶋
勇
典

教
育
委
員
会（
教
育
部
）

部
長　

岸

上

敏

之

次
長
（
人
形
会
館
建
設

担
当
）
太

田

孝

次

【
教
育
総
務
課
】

課
長　

片
山
勝
義

職
員　

坂
田
真
由
美

榎
勢
美
和
、
池
本
達
哉

居
内
昭
人

【
学
校
教
育
課
】

課
長　

安
田
保
富

職
員　

蔵
本
幸
之

木
場
大
輔
、
奥
野
大
輔

前
田
浩
子
、
西
村
竜
也

【
人
権
教
育
課
】

課
長　

大
谷
武
司

職
員　

藤
本
佳
幸

【
生
涯
学
習
文
化
振
興
課
】

課
長　

山
見
嘉
啓

職
員　

川
上
洋
介

仲
山
和
史
、
福
田
龍
八

西
岡
幸
子
、
中
尾
あ
か
ね

阿
部
志
郎
、
前
谷
光
宣

森
浦
勇
人

【
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

高
辻
隆
雄

【
三
原
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

久
田
三
枝
子

課
長
（
地
域
防
災
・
振

興
担
当
）
柏
木
浩
一

職
員　

河
井
丈
夫

原
田
弥
生
、
前
川
恵
理

西
中
衣
里
子
、
細
川
智
佳
子

山
下
智
沙
、
榎
本
寛
子

市
民
生
活
部

部
長　

入

谷

修

司

次
長（
収
税
対
策
担
当
）

原

口

幸

夫

【
市
民
課
】

課
長　

塔
下
佳
里

職
員　

藤
本
健
介

島
田
美
穂
、
浦
﨑
基
代

森
崎
ひ
と
み
、
土
井
久
代

【
税
務
課
】

課
長　

藤
岡
崇
文

職
員　

山
崎
稔
弘

中
村
尚
之
、
奥
田
泰
大

原
坂
泰
子
、
東
根
崇
弘

仲
野
裕
恵
、
榎
本
裕
文

露
本
和
也
、
谷
口
太
輔

江
本
大
志
、
林
め
ぐ
み

【
収
税
課
】

課
長　

垣
本
義
博

職
員　

松
下
章
二

稲
本
幸
児
、
赤
松
裕
子

金
山
知
史
、
榎
本
小
百
合

河
崎
裕
美
、
冨
山
裕
貴

【
生
活
環
境
課
】

課
長　

高
木
勝
啓

職
員　

福
岡
博
文

土
居
正
典
、
川
口
智
弘

木
場
大
登
、
細
川
恵
祐

農
業
振
興
部

部
長　

奥

野

満

也

次
長
（
鳥
獣
被
害
対
策

担
当
）
神

田

拓

治

【
農
林
振
興
課
】

課
長　

松
本
安
民

職
員　

以
頭
和
之

濱
田
成
章
、
近
藤
ひ
か
り

森　

正
和
、
濟
藤
貴
志

奈
良
雄
規
、
庄
田
光
男

榎
本
康
孝
、
仲
野
隆
行

【
農
地
整
備
課
】

課
長　

大
瀬　

久

職
員　

吉
田
充
宏

船
木
茂
浩
、
上
田
一
路

三
明
耕
司
、
福
岡　

武

郷　

佳
広
、
安
田
由
美

稲
本
順
也
、
山
本
高
広

安
冨
哲
啓
、
浦
﨑
健
次

【
地
籍
調
査
課
】

課
長　

和
田
昌
治

職
員　

松
本
典
浩

児
玉
光
男
、
前
田
直
樹

前
川
祥
一
、
萩
山
能
宏

【
農
業
共
済
課
】

課
長　

宮
崎
須
次

職
員　

野
河
淳
二

堀
田
好
美
、
野
尻
智
康

柴
田
泰
子
、
宮
本
勇
輝

雨
堤
剛
史

農
業
委
員
会

【
事
務
局
】

次
長
兼
事
務
局
長

　
　
　

竹

内

秀

次

市
職
員
の
配
置

中
央
庁
舎

緑
庁
舎

西
淡
庁
舎

三
原
庁
舎

　

平
成
23
年
５
月
１
日
現
在
に
お
け
る

地元のよさを再確認
ん
も
ご
存
知
の
風
景
美
と
食
を
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
の
休

日
を
利
用
し
、
家
族
・
親
戚
の
人

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
堪
能
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

❶
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
は
、
５

月
中
旬
か
ら
バ
ラ
園
が
開
花

し
ま
す

❷
淡
路
島
牧
場
で
は
乳
し
ぼ
り
や

チ
ー
ズ
づ
く
り
な
ど
が
体
験

で
き
ま
す

❸
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
館
で
は

５
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
人
形
浄
瑠
璃
の
公
演
が
行

わ
れ
て
い
ま
す

❹
春
の
大
潮
を
迎
え
た
鳴
門
海
峡

で
は
う
ず
し
お
が
見
ご
ろ
を

迎
え
て
い
ま
す

❺
沼
島
の
上
立
神
岩
の
壮
大
さ
は

神
秘
の
島
の
象
徴
で
す

❻
ゆ
ず
る
は
ダ
ム
や
成
相
ダ
ム
で

は
６
月
頃
か
ら
無
数
の
ホ
タ

ル
が
飛
び
交
い
ま
す

❼
淡
路
島
玉
ね
ぎ
は
言
わ
ず
と
知

れ
た
全
国
ブ
ラ
ン
ド
。
甘
み
は

日
本
一
で
す

❽
鳴
門
の
早
い
潮
流
と
良
質
の
泥

が
美
味
の
秘
密
。
甘
く
深
い
味

わ
い
の
ハ
モ
で
す

❾
桜
の
咲
く
こ
の
時
期
に
獲
れ
る
桜

鯛
。身
が
引
き
締
ま
っ
て
活
け
造

り
に
し
て
食
べ
る
と
絶
品
で
す

❶❷❸

❺

❻ ❹

❼❽❾

は
外
へ
出
か
け
る
の
に
最

適
な
季
節
で
す
。
み
な
さ

春
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職
員　

本
田
和
也

山
崎
千
和
紀
、
船
本
武
身

【
南
淡
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

山

下

達

也

課
長
（
地
域
防
災
・
振

興
担
当
）
榎
本
輝
夫

職
員　

岡
本
美
登
子

郷　

祥
子
、
出
田
美
由
紀

辻
西　

敦
、
坂
本
温
代

坂
本
真
望

財
務
部

部
長　

土
井
本　

環

次
長
（
財
政
健
全
化
推

進
・
行
政
評
価
担
当
）

　
　
　

細

川

貴

弘

【
財
政
課
】

課
長　

神
代
充
広

職
員　

河
井
達
雄

田
村
智
巨
、
船
越
直
子

濵
田
直
人
、
山
本
克
己

神
代
将
史

【
管
財
課
】

課
長　

堤　

省
司

職
員　

栗
林
宏
明

木
下
耕
一
、
的
崎
義
彦

角
所
亮
史
、
徳
田　

剛

森
下
亜
紀
子

下
水
道
部

部
長　

道

上

光

明

次
長
（
下
水
道
加
入
促
進

担
当
）
松

下
　

修

【
企
業
経
営
課
】

課
長　

江
本
晴
己

職
員　

山
崎
真
一

坂
本　
　

、
入
谷
和
佳

宮
本　

唯

【
下
水
道
課
】

課
長　

小
谷
雅
信

職
員　

倉
本
雅
文

真
野
律
子
、
新
地
重
幸

土
井　

勤
、
原
坂
浩
司

榎
勢
陽
一
、
彦
坂
和
宏

小
林
智
幸
、
並
木
慶
彰

大
濵　

貢
、
島
田
智
章

【
下
水
道
加
入
促
進
課
】

課
長　

喜
田
展
弘

職
員　

榎
本
暉
重

堀
井
正
弘
、
生
田
ひ
か
る

会
計
管
理
者

次
長　

馬
部　

総
一
郎

【
会
計
課
】

課
長（
馬
部
次
長
兼
務
）

職
員　

垣
本
秀
子

廣
瀬
ち
さ
、
小
松
律
子

大
西
隆
光
、
喜
田
啓
義

監
査
委
員
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会

【
事
務
局
】

次
長
兼
事
務
局
長

　
　
　

高

見

雅

文

職
員　

富
山
明
宏

【
沼
島
出
張
所
】

所
長　

榎
本　

貢

職
員　

居
上
洋
子

塙　

英
明

【
賀
集
連
絡
所
】

所
長　

村
上
演
良

職
員　

中
野
富
美
子

【
北
阿
万
連
絡
所
】

所
長　

樫
本
昌
明

職
員　

高
瀬
真
弓

【
阿
万
連
絡
所
】

所
長　

藤
本
和
宏

職
員　

松
本
奈
生
子

【
灘
連
絡
所
】

所
長　

奥
井
俊
二

職
員　

山
本
伸
一

【
倭
文
支
所
】

所
長
（
片
山
緑
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
課
長
兼
務
）

職
員　

納　

利
春

【
清
掃
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

細
川
恊
大

職
員　

堀　

祥
夫

別
所
正
俊
、
藤
本
龍
也

天
羽
達
也
、
野
上
尚
義

【
衛
生
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
細
川
清
掃
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
務
）

職
員　

喜
田
雅
史

菊
川
政
次
、
山
田
雅
文

武
市
知
也

【
火
葬
場
】

職
員　

佐
藤
譲
二

【
広
田
保
育
園
】

所
長　

吉
田
真
由
美

職
員　

片
山
明
子

宗
田
幸
恵
、
上
田
千
代
美

藤
江
朝
子
、
城
古
さ
お
り

原
田
知
江

【
倭
文
保
育
園
】

所
長　
　

口
敦
美

職
員　

山
口
順
子

村
居
豊
子
、
川
原
裕
美
子

【
榎
列
保
育
所
】

所
長　

田
中
八
重
子

職
員　

石
上
京
子

山
口
美
保
子
、
山
﨑
あ
け
み

秋
田
昌
代

【
二
宮
保
育
所
】

所
長　

飛
田
福
子

職
員　

十
河
佳
子

田
村
佐
代
子
、
中
田
叶
江

【
八
木
保
育
所
】

所
長　

清
川
礼
子

職
員　

河
井
久
代

榎
本
ひ
と
み
、
本
田　

睦

森
い
つ
み
、
田
中
利
佳

【
市
保
育
所
】

所
長　

炬
口
和
代

職
員　

大
瀬
滝
実
子

南　

雅
子
、
石
井
真
由
美

森
本
美
代
子
、
久
米
香
織

山
下
久
美
子

【
神
代
保
育
所
】

所
長　

榎
本
敬
子

職
員　

太
田
早
苗

欅
田
由
香
、
奥
村
裕
子

畑
中
千
加

【
志
知
保
育
所
】

所
長　

松
浦
あ
さ
み

職
員　

山
﨑　

泉

川
崎
貴
子
、
藤
本
裕
美

【
ち
ど
り
保
育
所
】

所
長　

真
野
和
代

職
員　

阿
部
香
保
重

吉
田
明
代
、
谷
田
リ
カ

溝
尾
益
代

【
賀
集
保
育
所
】

所
長　

酒
林
祐
見
子

職
員　

海
部
美
文

山
口
由
加
子
、
西
尾
美
由
紀

砂
尾
珠
美

【
北
阿
万
保
育
所
】

所
長　

中
田
員
子

職
員　

中
川
照
己

藤
本
純
子
、
鯉
森
あ
ず
さ

藤
井
奈
美

【
阿
万
保
育
所
】

所
長　

坂
東
か
よ

職
員　

片
山
和
美

長
尾
ま
ゆ
み
、
久
井
和
美

山
崎
育
子

【
灘
保
育
所
】

所
長　

藤
井
清
子

職
員　

高
松
律
子

【
児
童
館
】

館
長　

飛
田
千
景

【
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
さ
く
ら
苑
」】

所
長　

濱
田
勝
美

職
員　

里
村
敏
夫

山
形
さ
ゆ
り
、
山
口
江
美

澤
田
真
紀
、
瀬
戸
孝
子

庄
田
照
美
、
宮
本
美
由
紀

位
高
千
秋
、
佐
藤
秀
明

高
野
晴
充
、
廣
瀬
成
史

町
口
麻
結
、
前
田　

亮

【
阿
那
賀
診
療
所
・
伊

加
利
診
療
所
】

所
長　

大
鐘
稔
彦

職
員　

齋
藤
美
穂

河
辺
史
子

【
灘
診
療
所
】

所
長　

宮
﨑
美
枝

職
員　

林　

育
世

【
沼
島
診
療
所
】

所
長　

横
山
龍
治

職
員　

川
口
明
代

【
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
】

職
員　

坂
本
初
美

柏
木
美
穂
、
濱
田
善
子

北
川
和
美
、
豊
原
温
子

汐
後
佳
世
子
、
居
内
淳
代

【
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘
】

支
配
人　

北
川
満
夫

職
員　

西
岡
雅
樹

姥
谷
和
彦
、
平
山　

晃

玉
久
保
透
、
田
浦
丈
二

大
亦
宏
明
、
前
川
正
英

東　

大
輔

【
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
】

所
長　

井
本
浩
嗣

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

野
田　

博

職
員　

細
川
美
奈

太
田
一
弘
、
山
本
八
千
代

島
田
幸
嗣
、
喜
多
し
げ
み

木
田
和
秀
、
山
口
英
明

【
南
淡
中
学
校
】

職
員　

鶴
永
淳
子

【
阿
万
小
学
校
】

職
員　

斉
藤　

薫

【
湊
幼
稚
園
】

園
長　

石
田
る
み
子

職
員　

太
田
千
香
子

【
津
井
幼
稚
園
】

園
長　

畑
野
し
づ
子

職
員　

森　

章
子

【
丸
山
幼
稚
園
】

園
長　

西
野
敦
子

職
員　

原　

信
子

田
浦
新
太
郎

【
阿
那
賀
幼
稚
園
】

園
長　

勘
如
京
子

職
員　

松
本
恒
子

【
伊
加
利
幼
稚
園
】

園
長　

木
場
敦
子

職
員　

野
田
ゆ
か
り

【
志
知
幼
稚
園
】

園
長　

榎
本
厚
子

職
員　

吉
田
美
智
子

【
三
原
図
書
館
】

館
長　

藤
岡
義
久

職
員　

前
田
浩
一
郎

興
津
育
子
、
星
出　

力

福
岡
侑
子

【
南
淡
図
書
館
】

館
長　

湯
浅
豊
秋

職
員　

森
崎
重
夫

釣
島
章
継
、
杉
本
年
美

川
上
佐
永
子

【
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
】

所
長　
（
山
見
生
涯
学

習
文
化
振
興
課
長
兼
務
）

職
員　

山
崎
裕
司

定
松
佳
重
、
坂
口
弘
貢

的
崎　

薫

【
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

柳
本
欣
也

【
働
く
婦
人
の
家
】

館
長　

仲
野
鈴
子

【
三
原
健
康
広
場
】

所
長
（
仲
野
働
く
婦
人

の
家
館
長
兼
務
）

職
員　

深
川
雄
次

【
文
化
体
育
館
】

館
長　

居
神
功
治

職
員　

原　

匡
宏

江
本
典
隆

【
緑
公
民
館
】

館
長　

神
田
一
彦

職
員　

渡
辺
美
男

山
本
真
美

【
西
淡
公
民
館
】

館
長　

堀
川
雅
清

職
員　

清
水
美
登
里

阿
萬
野
真
司

【
三
原
公
民
館
】

館
長　

榎
本
芳
史

職
員　

平　

啓
子

井
戸
麻
理
子
、
沼
田
晋
吾

【
南
淡
公
民
館
】

館
長　

澤
田
信
雄

職
員　

森
崎
研
一

酒
部
美
里

【
松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

林　

雅
彦

【
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
】

事
務
局
長　

津
谷
忠
志

課
長　

岩
倉
正
典

職
員　

里
深
好
美

村
本　

透
、
北
口　

力

堀
部
光
弘
、
立
川
智
久

山
本
嘉
朗
、
田
中
章
次

谷
口
伸
治
、
白
瀬
由
美

岡
本
未
喜
子
、
中
村
紀
美

冨
本
泰
夫
、
印
部
泰
男

倉
本
卓
也
、
柏
木
真
樹

瓶
井
彰
人

【
淡
路
広
域
行
政
事
務
組
合
】

職
員　

土
居
真
夕

野
田
憲
範

【
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
】

消
防
長　

南　

幸
正

【
独
立
行
政
法
人
国
立
淡

路
青
少
年
交
流
の
家
】

職
員　

名
尾
卓
人

【
㈶
ブ
ル
ー
シ
ー・ア
ン
ド・

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
】

職
員　

久
留
米
三
四
郎

【
㈶
兵
庫
県
ま
ち
づ
く
り

技
術
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

村
上
雅
文

【
兵
庫
県
市
長
会
】

職
員　

東　

和
幸

【
兵
庫
県
企
画
県
民
部

市
町
振
興
課
】

職
員　

磯
見
俊
仁

【
淡
路
県
民
局
公
園
島

企
画
室
淡
路
振
興
課
】

職
員　

原
口　

涼

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

地
改
良
事
務
所
】

職
員　

土
井
孝
行

仲
田
充
穂

【
新
任
職
員（
総
務
課
付
）】

裏
川
知
宏
、
向
井　

聡

土
居
祐
介
、
阿
在
祐
輔

細
川
隆
弘
、
田
中
か
お
り

奥
野
香
織
、
森
木
俊
一

坂
本
大
樹
、
安
田　

優

【
育
児
休
業
者
等
】

（
平
成
23
年
５
月
１
日
現
在
）

小
林
有
美
、
豊
田
千
和

安
部
こ
ず
恵
、
上
野
百
恵

千
川
佳
奈
、
角
所
ゆ
か
り

岩
倉
ゆ
か
り
、
一
井
奈
美

田
村
恵
奈
、
神
代
友
里

喜
田
さ
つ
き
、
武
田
知
香

中
野
尚
美
、
辛
川　

文

小
丸
明
子
、
向　

洋
美

野
上
典
子
、
長
濱
美
海
子

吉
田
知
子
、
上
田
千
春

佐
々
木
友
美
、
新
地
美
里

大
西
重
三
子
、
岩
井
佐
栄
子

河
野
沙
織

【
南
あ
わ
じ
市
退
職
者
】

（
平
成
23
年
３
月
30
日
付
）

岡
田
昌
史

（
平
成
23
年
３
月
31
日
付
）

田
村　

覚
、
喜
田
憲
康

奥
村
智
司
、
稲
山
益
男

木
場　

徹
、
太
田
良
一

柳
本
佳
博
、
平
野
文
啓

高
田
耕
次
、
前
木
昇
治

中
濵
素
三
子
、
江
本
光
三
郎

堀　

光
雄
、
原　

妙
子

竹
田
明
美
、
豊
田
悦
次

松
浦
一
雄
、
安
田
和
示

古
井　

弘
、
道
上
敏
子

桐
本
正
子
、
谷
口
富
美
代

榎
本
澄
枝
、
大
川
も
ゆ
み

派
遣
職
員
他

南
淡
庁
舎

出
先
機
関

坂
さかもと
本 大

だい
樹
き
（事務職）

①散歩
②空気
③気合い

土
ど い
居 祐

ゆうすけ
介（事務職）

①読書
②田んぼや畑の続く風景
③市民の皆さまの力にな
れるようがんばります。

裏
うらかわ
川 知

ともひろ
宏（事務職）

①DVD鑑賞
②たまねぎ
③市民の方に信頼されるよう
な職員になりたいです。

奥
おく
野
の
 香
か
織
おり
（事務職）

①ドライブ、音楽鑑賞、写真撮影
②田園風景、食べ物、人の温かさ
③市民の方のニーズを的確に
汲み取り、柔軟に対応できる
職員になりたいです。

安
やす
田
だ
  優
ゆう
（保健師）

①美味しいものを食べる、ドライブ
②だんじり、祭り
③市民の方に親しまれ、身近な保
健師になりたいと思います。よろ
しくお願いします。

細
ほそかわ
川 隆

たかひろ
弘（事務職）

①映画鑑賞
②イングランドの丘、諭鶴羽ダム
③市民の皆さまと協力して、よりよ
い南あわじ市を作っていきたいです。

田
た
中
なか
 かおり（事務職）

①ピアノ、読書、雑貨集め
②ピンス焼き、市内の温泉
③やりがいを見つけたいです。
健康に気をつけ、早く顔を覚
えてもらうようがんばります。

森
もり
木
き
 俊
しゅん
一
いち
（事務職）

①魚釣り、北海道旅行
②灘黒岩水仙郷
③皆さまから信頼されるよ
うがんばりたいです。

森　

照
子
、
服
部
圭
司

森　

敬
子
、
庄
田
輝
夫

井
上
正
子
、
濱
田
い
く
み

【
県
か
ら
の
派
遣
期
間

が
満
了
に
な
る
者
】

（
平
成
23
年
３
月
31
日
付
）

三
谷
高
資

新規採用職員
平成23年度 「新規採用職員に聞く！」

　  広報南あわじアンケート項目
①趣味
②南あわじ市の好きなもの・場所
③抱負

※今年度の新規採用職員（事務職・保健師）は、３か月間の研修を終えた後、配属先が決定されます

阿
あ
在
ざい
 祐
ゆうすけ
輔（事務職）

①野球観戦
②自然豊かな食材、青い海
③活気ある街の未来のため尽力し
て頑張りたいです。

向
むか
井
い
  聡
さとし
（事務職）

①散歩、旅行
②淡路瓦
③市民の皆さまの目線で効率よ
く仕事ができるよう頑張ります。
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市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

2011.5.1発行

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

　

も
う
つ
け
ま
し
た
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

迫
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
多

く
が
高
齢
者
で
「
逃
げ
遅
れ
」

に
よ
る
も
の
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所

●
各
寝
室（
子
供
部
屋
も
含
む
）

●
階
段
（
寝
室
が
あ
る
階
の
踊

り
場
上
部
）

※
台
所
に
も
で
き
れ
ば
設
置
し

ま
し
ょ
う

購
入
方
法（
推
奨
品
＝
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
）

販
店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
予

防
課
☎
24
・
２
４
１
６
、
南

淡
分
署
☎
52
・
０
１
１
９

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
全
住

宅
へ
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
、

設
置
猶
予
期
限
が
５
月
末
と

　 固
定
資
産
税　

１
期

軽
自
動
車
税　

全
期

納
期
限　

５
月
31
日（
火
）

　

忘
れ
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
口
座
振
替

の
人
は
預
金
残
高
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
は
１
年
分
の
納

付
書
を
送
付
し
ま
す

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　

収
税
課
☎
43
・
５
０
３
４

税
金
の
納
期
限

　

自
動
車
税
の
納
期
限

納
期
限　

５
月
31
日（
火
）

　

納
税
は
お
近
く
の
金
融
機
関
な

ど
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
洲
本
県
税
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
２
６

　

所
得
証
明
書・課
税
証
明
書
の
発
行

23
年
度
市
県
民
税（
所
得
・
課

税
）証
明
書
※
22
年
の
所
得
分

発
行
開
始
日

　
　
　
　

６
月
１
日（
水
）

　

22
年
度
以
前
の
市
・
県
民
税

（
所
得
・
課
税
）証
明
書
は
、随

時
発
行
し
て
い
ま
す
。

▽
発
行
場
所　

総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
・
支
所
・
出
張
所
・
連
絡
所

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
が
継
続
さ
れ
ま
す

　

４
月
〜
９
月
ま
で
今
ま
で
ど

お
り
子
ど
も
手
当
て
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

対
象
※
所
得
制
限
な
し

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も

支
給
額（
23
年
度
）

　

月
額
１
万
３
０
０
０
円
／
人

支
給
日　

６
月
10
日
（
２
月

〜
５
月
分
）、10
月
７
日
（
６

月
〜
９
月
分
）

手
続
き

　

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も
の

人
数
に
変
更
が
な
い
場
合
、
新

た
に
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
況
届
の
提
出
は
不
要

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
転
居
や
転
出
す
る
と
き
、
公

務
員
に
な
っ
た
と
き
な
ど

は
手
続
き
が
必
要
で
す

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

市
営
分
譲
宅
地
の
販
売

　

次
の
分
譲
宅
地
の
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。

　

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

随
時
、
現
地
を
ご
案
内
し
ま
す
。

問
企
業
誘
致
課
☎
37
・
３
０
４
６

み
ど
り
が
丘
団
地

松
帆
西
路
団
地

区画数 ３区画（約152～218㎡）

販売価格 498～863万円

単価（㎡） 32,700～44,600円

▼みどりが丘団地

みどりが丘団地平面図

公共用地
公園

調整池

公共用地

※
※

※

※
※※

※
※
※
※
※※

※※ ※ ※ ※ ※ ※

※※※※※
※※※※※

※

※ ※ ※ ※ ※

※

※※

※
※
※
※
※

※
※
※

218㎡
863.9 152㎡

498.1

 

単位：万円

至 国道

※ ・・・ 売却済区画

Ⓙ Ⓗ

33

158㎡
528.3

道路

道路

道路

※

N

初尾川

至 洲本

至 県立淡路
　 看護専門学校

洲本ICまで、車で約５分
ショッピングセンターまで、車で約５分

至 福良

 山添東  山添口堂

 国道28号線 

 県道125号線 

口堂橋北詰

 山添

Ｎみどりが丘団地

区画数 ５区画（約209～236㎡）

販売価格 587～649万円

単価（㎡） 27,500～28,500円

▼松帆西路団地

松帆西路団地平面図

※※

※※※※※※※

※ ※

※ ※※

※ ※

※ ※※

※※ ※

※ ※

道路

道路

至県道

道路道路

道路

山留

山留

調整池 ■…緑地帯
※…売却済区画

単位：万円

N

222㎡
633.7

228㎡
649.8 210㎡

589.0
209㎡
587.2

236㎡
600.4

⑪ ⑫

② ③

※ ※

※※

※ ※

※

※※※※

県道福良江井岩屋線

至津井松帆西路団地

西淡三原ＩＣ

西淡三原ＩＣまで、車で約３分
陸の港西淡まで、車で約３分
ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰまで、車で約２分

西淡庁舎

至五色

西路北

湊

西路至賀集

新　川

N

　

帳
簿
の
縦
覧

23
年
度
固
定
資
産
税

▽
期
間　

５
月
31
日（
火
）ま
で

▽
対
象
帳
簿

　

❶
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

❷
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

▽
縦
覧
で
き
る
人　

土
地
・　

家
屋
の
納
税
義
務
者　

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　

姉
妹
都
市・友
好
市
町
と
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、国
内
の
姉
妹
都
市
・

友
好
市
町
の
各
種
団
体
と
の
民

間
交
流
を
推
進
し
、
相
互
理
解

と
友
好
親
善
に
努
め
な
が
ら
、

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
に
派

遣
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体

　

市
を
代
表
す
る
団
体
（
高
校

生
以
下
）
で
、
年
間
１
団
体
を

限
度
と
し
ま
す
。

派
遣
市
町　

新
ひ
だ
か
町
・

平
取
町（
北
海
道
）、葛
巻
町

（
岩
手
県
）、大
野
市（
福
井

県
）、糸
魚
川
市（
新
潟
県
）

申
込
締
切　

５
月
31
日
（
火
）

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

※ 10月に届出や申請などが必要に
なることがありますので、ご注意く
ださい

　

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
に
ご
協
力
を

　

中
学
校
２
年
生
が
実
社
会
に

飛
び
込
み
、
様
々
な
仕
事
や
体

験
を
し
ま
す
。
期
間
中
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
日
程

❶
御
原
中
＝
５
月
９
日（
月
）〜

13
日（
金
）

❷
広
田
・
倭
文
・
辰
美
・
三
原
中
＝

５
月
16
日（
月
）〜
20
日（
金
）

❸
南
淡
・
沼
島
中
＝
５
月
23
日

（
月
）〜
27
日（
金
）

問
学
校
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８

▲商品の陳列を行う
（三原中）

▲キャベツの運搬を行
う（広田中）

松井開発運輸㈱

「親切・丁寧・安心・適正」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

小さな小屋から大きなビルまで、どんな建物でも解体します。

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
減
免
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
減
免
制

度
が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
た
に

次
の
人
が
基
本
使
用
料
の
減
免

対
象
と
な
り
ま
す
。

全
額
減
免
対
象
者

　

３
月
１
日
現
在
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
持
っ

て
い
る
人
で
、
世
帯
員
全
員
が

市
県
民
税
非
課
税
の
世
帯
。
新

規
加
入
者
は
、
加
入
分
担
金
と

引
き
込
み
工
事
費
も
減
免
さ
れ

ま
す
。

半
額
減
免
対
象
者

　

３
月
１
日
現
在
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
持
っ

て
い
る
人
が
世
帯
主
の
世
帯
。

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

▲新ひだか町でサッカー交流をする
子どもたち

　

電
器
店
や

ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
家
電
量

▲平屋建住宅設置例

▲２階建住宅設置例



広報 

お知らせ

10

　

学
生
納
付
特
例
の
手
続
き
お
済
み
で
す
か
？

対
象
者　

20
歳
以
上
の
学
生

※
一
部
対
象
外
の
学
校
あ
り

所
得
基
準　

本
人
の
前
年
所

得
額
が
１
１
８
万
円
以
下

承
認
期
間　

４
月
か
ら
翌
年

の
３
月
ま
で
の
学
生
で
あ

る
期
間

申
込
方
法　

年
金
手
帳
及
び

学
生
証
ま
た
は
、
在
学
証
明

書
を
持
参
し
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い

※
承
認
済
み
で
引
き
続
き
在
学

予
定
の
人
に
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の

申
請
書
が
届
き
ま
す

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

年
金
相
談

日
時　

６
月
３
日（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所　

南
淡
公
民
館

※
要
予
約
・
先
着
36
人

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

　

入
学
祝
金
を
支
給

対
象
者　

　

今
春
、
小
学
校
に
入
学
し
た

子
ど
も
の
保
護
者
で
、
４
月
１

日
現
在
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

に
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
内
容

　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
１
万

円
分
の
「
南
あ
わ
じ
市
ふ
れ
あ

い
振
興
商
品
券
」
を
支
給

支
給
方
法

　

５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。５

月
末
ま
で
に
届
い
て
い
な
い
人

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
商
品
券
に
は
有
効
期
限
が
あ

り
ま
す

問
少
子
対
策
課
☎
44
・
３
０
４
０
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広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012
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松帆湊浄化センター完成
　快適な生活環境をつくるため、また公共用水域の水質保全と生活環境の高度化を
目的として平成２０年度から松帆江尻地区で工事を進めてきた「松帆湊浄化センター」
が完成し、平成２３年３月３１日から供用開始しました。
　同浄化センターは、計画処理人口６,７５０人、日最大３,８００㎥の松帆・湊地区の計
画処理区域（２８０ｈａ）の汚水処理を行う市内でも最大規模を有する施設で、汚泥管
理棟やオキシデーションディッチ、最終沈殿池などの水処理施設があり、生活排水の処
理を行います。市民の皆さんとともに住みよいまちづくりを図るため、下水道への接続を
よろしくお願いします。

住みよいまちづくりに

　

下
水
道
加
入
者
の
声

　

下
水
道
加
入
促
進
課
で
は
、

昨
年
12
月
に
下
水
道
に
接
続
し

て
い
る
人
に
意
見
を
募
集
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
一
部
分
を
紹

介
し
ま
す
。

下
水
道
（
40
代
・
女
性
）

　

下
水
道
に
接
続
す
る
前
は
、く

み
取
り
式
ト
イ
レ
で
し
た
。ひ
ど

い
臭
い
で
子
ど
も
た
ち
も
ト
イ
レ

に
入
る
こ
と
を
嫌
が
っ
て
い
ま
し

た
。下
水
道
接
続
後
は
、衛
生
的

に
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。歌
に
も
あ
る
よ
う

に
、ト
イ
レ
の
神
様
が
い
て
、き
れ

い
に
掃
除
す
る
と
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん

な
る
よ
う
で
、若
い
人
た
ち
も
掃

除
を
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
を
整
備
し
、
美
し
い

街
と
し
て
発
展
し
て
い
く
よ
う

み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

使
っ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て

自
然
に
か
え
し
ま
し
ょ
う

（
80
代
・
男
性
）

　

下
水
道
に
接
続
し
て
約
４
年

と
な
り
ま
す
。
接
続
前
は
、
浄

化
槽
の
排
水
や
風
呂
な
ど
で
使

用
し
た
水
を
用
水
路
に
流
し
て

い
ま
し
た
が
、
一
時
期
悪
臭
が

漂
い
、
不
快
な
感
じ
が
し
て
い

ま
し
た
。
家
族
一
同
、
下
水
道

に
接
続
し
て
よ
か
っ
た
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

環
境
整
備
は
住
み
よ
い
街
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
事

業
だ
と
思
い
ま
す
。
接
続
に
際

し
て
、
期
間
限
定
で
助
成
金
の

特
例
も
あ
り
ま
す
が
、
再
度
検

討
し
、
全
戸
接
続
に
向
け
環
境

整
備
の
行
き
届
い
た
南
あ
わ
じ

市
に
な
る
よ
う
努
力
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

下
水
道
区
域
、「
松
帆
」で
拡
大

区
域
の
拡
大

　

松
帆
・
湊
処
理
区
の
江
尻
の
一

部
で
下
水
道
が
利
用
で
き
ま
す
。

早
期
接
続
に
奨
励
金

▽
下
水
道
の
供
用
開
始
後
１

年
以
内
に
、
公
共
ま
す
に

つ
な
ぎ
込
み
を
し
た
人
は
、

３
万
２
４
０
円

▽
１
年
を
超
え
２
年
以
内
の
場

合
は
、
１
万
５
１
２
０
円

問
下
水
道
加
入
促
進
課

　

☎
50
・
３
０
４
１

　

老
人
大
学
う
ず
し
お
学
園 

第
30
期
生
募
集

入
学
資
格　

市
内
在
住
で
60

歳
以
上
の
人

期
間　

５
月
〜
翌
年
３
月
ま

で
の
毎
月
第
４
土
曜
日
（
変

更
の
場
合
あ
り
）

場
所　

三
原
公
民
館

内
容　

一
般
教
養
、
舞
踊
、
コ

ー
ラ
ス
、
大
正
琴
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
パ
ソ
コ
ン
、
習

字
、
生
け
花
、
花
作
り
な
ど

申
込
先　

長
寿
福
祉
課

※
申
込
金
と
し
て
４
０
０
０
円

が
必
要
で
す
。
ク
ラ
ブ
に
よ

り
臨
時
集
金
あ
り

申
込
締
切　

５
月
６
日
（
金
）

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

　

受
け
ま
し
た
か
？
狂
犬
病
の
予
防
注
射

　

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
人
は
、

注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
が
対

象
で
す
。
注
射
料
金
は
病
院
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
登
録
の
な
い
犬
は
別
途
登
録

料
３
０
０
０
円
も
必
要
で
す

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

注射実施病院の一覧
病院名 電話

アイヴィ岡田動物病院 42-5067
たかた動物病院 42-0654
いけだ動物病院 42-1505
かわさき動物病院 42-1158
印部家畜医院 54-0030
仲岡家畜医院 42-4568
水島家畜医院 36-2254

　

特
色
あ
る
農
村
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

　

農
村
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り

組
み
を
予
定
し
て
い
る
自
治
会

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

内
容　
地
域
の
自
然
を
生
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
ふ
る
さ
と
学

習
な
ど

申
込
期
限　
５
月
20
日
（
金
）

※
詳
し
い
内
容
や
応
募
方
法
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
農
林
振
興
課
☎
43 

・
５
０
２
５

　  募 集

▲オキシデーションディッチ

▲最終沈殿池

▲紫外線消毒槽

▲電気室

▲舞踊クラブによる舞台発表

▲コーラスクラ
ブの舞台発表

※
意
見
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
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お知らせ

大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会

（
３
月
19
日
、青
少
年
交
流
の
家
）

▽
男
子
①
伊
藤
遼
馬
・
藤
田
仁
弥（
沼

島
中
）②
川
口
功
祐
・
平
井
翔
太（
沼

島
中
）③
柏
木
祐
希
・
長
岡
正
大（
三

原
中
）③
宮
崎
塁
・
大
植
雄
貴（
南
淡

中
）▽
女
子
①
上
田
真
帆
・
大
原
早
貴

（
倭
文
中
）②
稲
山
莉
菜
・
塚
本
彩
愛

（
三
原
中
）③
丸
井
玲
奈
・
磯
崎
天
実

（
沼
島
中
）③
山
内
沙
月
・
濵
口
結
衣

（
沼
島
中
）

◆
い
な
み
野
オ
ー
プ
ン
ミ
ッ
ク

ス
ダ
ブ
ル
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
３
月
20
日
、
稲
美
町
中
央
公
園
）

③
仲
岡
優
（
市
）・
脇
本
純
子
（
神
代
）

◆
南
あ
わ
じ
市
卓
球
大
会

（
４
月
10
日
、
三
原
健
康
広
場
）

▽
１
部
①
迷
球
会
Ａ
②
迷
球
会
Ｂ
▽

２
部
①
Ｈ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
チ
ー
ム
②
西

淡
Ｔ
Ｋ
Ｍ

★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
日（
水
）〜
20
日（
金
）

最
重
点
項
目

　

高
齢
者
の
交
通
安
全

重
点

❶
子
ど
も
の
交
通
安
全

❷
自
転
車
の
交
通
安
全

❸
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
は
今
月
中
に

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
７
月
１

日
か
ら
左
図
の
よ
う
な
文
字

が
常
時
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
7
月
24
日
正
午
に
は
「
お

知
ら
せ
画
面
」
と
な
る
予
定
で

す
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
す
る
た
め
の
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

直
接
電
波
を
受
信
す
る

　

デ
ジ
サ
ポ
兵
庫
へ
、
お
住
ま

い
の
地
域
が
受
信
で
き
る
か
ど

う
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
デ
ジ
サ
ポ
兵
庫

　

☎
０
７
８
・
３
３
０
・
０
１
０
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入

　

工
事
の
集
中
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
５
月
20
日
ま
で
に
お
申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

関
空
の
電
障
サ
ー
ビ
ス
が
終
了

　

関
西
国
際
空
港
㈱
の
電
波
障

害
対
策
で
設
置
さ
れ
た
Ｓ
Ｈ
Ｆ

ア
ン
テ
ナ
や
ケ
ー
ブ
ル
共
聴
施

設
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

総務省

アナログテレビ放送終了
地上デジタル放送をご覧いただく
には専用チューナーが必要となります。2011年

アナログ

アナログ放送
終了まで
あと●●日！

お問い合わせ先　総務省　地デジコールセンター 050

▲ＳＨＦアンテナ

▲共聴ボックス

▲アナログ放送７月１日以降のイメージ図

　

行
政
相
談
委
員

　

４
月
１
日
か
ら
、
次
の
方
々

が
行
政
相
談
委
員
と
し
て
委
託

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

土
井
惠
子
さ
ん
（
賀
集
・
再
任
）

土
居
敬
治
さ
ん
（
市
・
再
任
）

前
谷
史
郎
さ
ん
（
津
井
・
新
任
）

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３

　
被
災
者
の
受
入
調
査

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
、
市
内
で
一

時
的
ま
た
は
長
期
的
に
避
難
生

活
し
て
い
る
被
災
者
を
把
握

す
る
た
め
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
知
人
、
親
族

は
、
市
役
所
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
防
災
課
で
県
内

受
入
被
災
者
支
援
調
査
票
に
ご

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

　

情
報
公
開
制
度・個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
政
に

関
す
る
情
報
（
公
文
書
）
を
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
基

づ
い
て
開
示
す
る
制
度
で
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市

が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正

な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ル
ー
ル

を
定
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保

護
す
る
と
と
も
に
、
本
人
か
ら

の
請
求
に
よ
り
自
己
に
関
す
る

情
報
の
開
示
や
訂
正
、
利
用
停

止
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　

22
年
度
の
市
の
情
報
公
開
制

度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運

用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

情
報
公
開
制
度

　

12
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
、

１
件
を
全
部
開
示
、
７
件
を
部

分
開
示
と
し
、
４
件
の
不
開
示

が
あ
り
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　

８
件
の
開
示
請
求
が
あ
り
、

２
件
を
全
部
開
示
、
４
件
を
部

分
開
示
、
２
件
を
不
開
示
（
不

存
在
）
と
し
ま
し
た
。

問
総
務
課
☎
43 

・
５
０
０
１

　

入
貫
川
総
合
内
水
対
策
計
画
が
策
定

　

三
原
川
水
系
は
、
河
口
付

近
の
標
高
が
低
い
場
所
が
多

く
、
内
水
対
策
が
必
要
な
地
域

で
す
。
平
成
16
年
10
月
の
台

風
23
号
で
は
、
水
害
に
よ
り
半

壊
家
屋
63
戸
、
床
上
浸
水
家
屋

２
７
４
戸
、
床
下
浸
水
家
屋

６
４
３
戸
の
甚
大
な
被
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
策
と
し
て
入
貫
川
流
域

で
、
三
原
川
水
系
河
川
整
備
計

画
を
も
と
に
、
入
貫
川
総
合
内

水
対
策
計
画
を
策
定
し
対
策
を

実
施
し
ま
す
。

※
同
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
い
ま
す

問
管
理
課
☎
37 

・
３
０
１
４

　

有
害
鳥
獣
対
策
へ
の
取
り
組
み

◆
有
害
鳥
獣
捕
獲

　

山
林
周
辺
に
お
い
て
銃
器
、

ワ
ナ
に
よ
る
鹿
・
猪
の
捕
獲
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
期
間

の
、
山
林
へ
の
立
ち
入
り
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
間　

10
月
31
日（
月
）ま
で

対
象
地
区

❶
広
田
・
中
条
・
倭
文
地
区

❷
松
帆
・
湊
・
津
井
・
伊
加
利
・
志

知
地
区

❸
八
木
・
神
代
地
区

❹
賀
集
・
北
阿
万
・
阿
万
・
灘
地
区

◆
防
止
柵
の
整
備

　

防
止
柵
の
整
備
に
つ
い
て
は

通
常
３
戸
以
上
の
条
件
で
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
が
、地
形
上
、

困
難
な
場
合
の
救
援
策
と
し
て

３
戸
未
満
で
も
整
備
で
き
る
制

度
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
戸
以
上
で
整
備
し

た
防
止
柵
の
修
繕
に
つ
い
て
も

併
せ
て
制
度
を
新
設
し
ま
し
た

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助　

資
材
費
の
１
／
２
（
上

限
５
万
円
）

申
込
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い

◆
山
林
へ
の
植
樹
支
援

　

山
林
へ
の
広
葉
樹
の
植
樹
活

動
を
補
助
し
ま
す
。

補
助　

苗
木
や
食
害
防
護
ネ

ッ
ト
等
の
資
材
費
の
３
／
４

◆
鳥
獣
害
共
済
基
金
を
設
立

掛
金　

農
家
１
千
円
／
ａ

支
援
金　

４
千
円
／
ａ

条
件　

❶
農
会
に
加
入
❷
防

止
柵
を
設
置
❸
被
害
が
農
地

の
50
％
以
上
❹
野
菜
の
再
作

付
を
行
う

問
農
林
振
興
課
☎
43 

・
５
０
２
５

　

制
度
改
正
に
よ
る
福
祉
医
療
の
受
給
資
格

　

福
祉
医
療
制
度
の
改
正
に
よ

り
、所
得
制
限
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。現
在
、福
祉
医
療
を

受
給
し
て
い
る
人
で
次
の
条
件

に
当
て
は
ま
る
場
合
、７
月
１

日
以
降
受
給
資
格
が
無
く
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療（
市
民
税
非
課
税
世
帯
）

❶
年
金
収
入
が
80
万
円
を
超
え
る

❷
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
所
得
を

合
わ
せ
て
80
万
円
を
超
え
る

❸
税
法
上
の
被
扶
養
者
で
あ
る

が
、所
得
の
申
告
を
し
て
い

な
い
場
合

❹
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い

世
帯
員
が
い
る
場
合

（
高
齢
）重
度
障
害
者
医
療

　

受
給
者
・
配
偶
者
・
扶
養
義

務
者
の
市
民
税
所
得
割
税
額
が

23
万
５
千
円
以
上

乳
幼
児
等
医
療
※
０
歳
児
は
除
く

　

扶
養
義
務
者
の
市
民
税
所
得

割
税
額
が
23
万
5
千
円
以
上

問
保
険
課
☎
44 

・
３
０
０
３

▲入貫川（松帆）

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

❹
飲
酒
運
転
根
絶

❺
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止

ラ
イ
ト
点
灯
時
間

・
４
月
〜
９
月
＝
午
後
５
時
〜

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

▲捕獲された猪

▲設置された防止柵

ⓒ日本民間放送連盟 2009

2011年７月
アナログ放送終了まで

あと　８４ 日
※広報発行月の１日を基準日としています

だ
き
、毎
月
新
鮮
な
気
持
ち
で
取
り

組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。次
の
職

場
で
も
引
き
続
き
努
力
し
ま
す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
Ｍ
・
Ｊ
）

ら

か

室

集

編

材
を
通
じ
て
色
々
な
方
に
出
会
い
、学

ば
さ
れ
る
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。現
場
で
皆
さ
ま
の
話
を
聞
き
、記

事
に
す
る
。特
集
企
画
も
さ
せ
て
い
た

　

３
年
間
ペ
ン
を
握
ら
せ
て
い
だ
い

た
編
集
室
を
異
動
で
離
れ
ま
す
。取



募　

集

ご
案
内

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

淡
路
地
域
ひ
ょ
う
ご
防
災
リ

ー
ダ
ー
講
座
受
講
者

　

防
災
や
危
機
管
理
の
知
識
・
技

術
を
身
に
着
け
地
域
防
災
の
担
い

手
、
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。

▽
期
間　

６
月
〜
12
月
の
う
ち
、

12
日
間

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館
他

▽
対
象　

島
内
在
住
ま
た
は
在

勤
、
自
主
防
災
組
織
の
メ
ン

バ
ー
や
企
業
防
災
担
当
者
等

▽
定
員
50
人

▽
受
講
料　

無
料

▽
申
込
期
限　

５
月
６
日
（
金
）

問
淡
路
県
民
局
総
務
室
防
災
課

　

☎
26
・
２
０
０
３

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

▽
内
容　

手
話
習
得
の
た
め
の
入

門
・
基
礎
課
程
（
32
回
）
と
演

習
（
２
回
）
の
講
座
で
す

▽
日
時　

毎
週
木
曜
日
、
午
後
７

時
〜
９
時
（
初
回
＝
５
月
19
日
）

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
定
員　

20
人

瓦
ば
ん

情
報

15

情報瓦ばん

2011.5.1発行

慶
野
松
原
荘
ス
タ
ッ
フ
等

①
フ
ロ
ン
ト
補
助

▽
勤
務
時
間　

❶
午
前
７
時
30
分

〜
10
時
30
分
❷
午
後
７
時
〜

10
時
※
週
１
日
勤
務

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円

②
食
事
係
補
助

▽
勤
務
時
間　

❶
午
後
２
時
30
分

〜
10
時
❷
午
後
６
時
〜
10
時

❸
午
後
７
時
〜
11
時
※
月
２

日
以
上
勤
務

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円

③
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

▽
勤
務
時
間　

❶
午
前
７
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
❷
午
後
４

時
〜
10
時

▽
賃
金　

時
給
８
２
０
円
以
上

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

指
導
補

助
等
の
臨
時
職
員

▽
雇
用
人
数　

１
人

▽
雇
用
期
間　

平
成
23
年
６
月
中

旬
〜
９
月
中
旬
の
約
４
ヶ
月
間

▽
勤
務
先　

教
育
委
員
会
、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
等

▽
雇
用
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
・
休
日
勤
務
有

▽
賃
金　

時
給
８
７
０
円
交
通
費

別
途
支
給
、
各
種
保
険
に
加
入

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
者
で
60

歳
以
下
、普
通
自
動
車
運
転
免
許
、

小
型
２
級
船
舶
免
許
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
可
能
な
人

▽
申
込
締
切　

５
月
13
日
（
金
）

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

ま
た
は
持
参

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
先　

生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

公
営
住
宅
入
居
者

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
等
は
、21
万
４
０
０
０
円
以
下
）

▽
し
ず
お
り
団
地（
倭
文
庄
田
）

　

１
戸
、1
棟
４
０
１
号
、３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
10
年
度

建
築
。家
賃
月
額
２
万
２
５
０
０

円
〜
４
万
４
１
０
０
円
、駐
車
料

金
１
台
月
額
２
５
０
０
円

▽
し
ず
お
り
第
２
団
地（
庄
田
）

　

１
戸
、１
棟
１
０
４
号
、３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
、単
身
不
可
、平
成
18
年
度

建
築
。家
賃
月
額
２
万
６
４
０
０

円
〜
５
万
１
９
０
０
円
、駐
車
料

金
１
台
月
額
２
５
０
０
円

▽
阿
那
賀
団
地（
阿
那
賀
、随
時
）

　

１
戸
、Ｂ
棟
１
０
４
号
、３
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、平
成
２
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
１
万
８
５
０
０
円
〜

３
万
６
４
０
０
円
、駐
車
料
金
１

台
月
額
２
５
０
０
円

※
阿
那
賀（
南
・
中
・
北
栄
）在
住
者
優
先

▽
伊
加
利
団
地（
伊
加
利
、随
時
）

　

１
戸
、Ｂ
棟
16
号
、３
Ｄ
Ｋ
、単

身
不
可
、昭
和
54
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
１
万
４
０
０
０
円
〜

２
万
７
５
０
０
円

◇
申
込
締
切
日　

５
月
13
日（
金
）

◇
公
開
抽
選
日　

５
月
25
日（
水
）

　

午
前
10
時
。西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

※「
随
時
」の
記
載
が
あ
る
も
の
は
先

着
順
で
す（
抽
選
な
し
）

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

自
衛
官
採
用
試
験

▽
種
目　

❶
一
般
・
技
術
幹
部
候

補
生
❷
一
般
曹
候
補
生

▽
応
募
資
格　

❶
22
歳
以
上
26
歳

未
満（
22
歳
未
満
の
大
学
卒
業

者
※
見
込
含
む
）❷
18
歳
以
上

27
歳
未
満

▽
試
験
日　

❶
５
月
14
日（
土
）・

15
日（
日
）❷
５
月
21
日（
土
）

▽
申
込
締
切
日　

５
月
６
日（
金
）

14

▽
テ
キ
ス
ト
代
等　

７
０
０
０
円

▽
申
込
締
切
日　

５
月
10
日（
火
）

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０
F 

26
・
１
１
７
５

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会

▽
対
象　

防
火
管
理
義
務
対
象
物

に
居
住
、
又
は
勤
務
す
る
人

な
ど
、
防
火
管
理
者
と
し
て

選
任
さ
れ
る
予
定
の
人

▽
日
時　

７
月
20
日
（
水
）
、
21

日
（
木
）
の
２
日
間

▽
場
所　

淡
路
消
防
ビ
ル
５
階

▽
申
込
期
間　

６
月
28
日
（
火
）

〜
30
日
（
木
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
締
切

▽
申
込
書　

消
防
本
部
予
防
課
及

び
最
寄
の
消
防
署
に
設
置

※
㈶
日
本
防
火
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す　

▽
受
講
料　

６
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

問 

淡
路
広
域
消
防
本
部
予
防
課 

☎
24
・
２
４
１
６

伊
毘
う
ず
し
お
村
の
美
化
活
動

▽
日
時　

５
月
18
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

伊
毘
う
ず
し
お
村
。
一

般
参
加
大
歓
迎

問
淡
路
島
観
光
協
会
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

記
念
誌
の
申
込
案
内

『
淡
路
島
う
ず
し
お
マ
ラ
ソ
ン
全

国
大
会
記
念
誌
』
申
込

▽
申
込
期
限　

５
月
31
日
（
火
）

▽
代
金　

1
冊
１
０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

申
込
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す

※
代
金
の
ご
入
金
を
も
っ
て
、
正

式
受
付
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

ゆ
ー
ぷ
る
営
業
時
間
の
延
長

　

５
月
２
日
（
月
）
と
６
日
（
金
）

は
平
日
で
す
が
、
土
日
祝
と
同
様

の
時
間
帯
で
、延
長
営
業
し
ま
す
。

▽
営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
翌
日

午
前
０
時（
受
付
終
了
は
30
分
前
）

問
ゆ
ー
ぷ
る
☎
50
・
５
１
２
６

走
る
県
民
教
室
（
第
２
期
）

　

県
施
設
等
を
見
学
す
る
団
体

に
、
バ
ス
借
上
費
用
を
補
助

▽
対
象　

島
内
の
自
治
会
な
ど
の

団
体
（
参
加
者
20
人
以
上
）

▽
見
学
実
施
日　

６
月
１
日

（
水
）
〜
８
月
31
日
（
水
）

▽
申
込
期
間　

５
月
13
日
（
金
）

問
淡
路
県
民
局
公
園
島
企
画
室

　

☎
26
・
２
０
０
９

広報 

　　

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　11日（水）・24日（火）13:30～16:30
◆場所　三原市民センター小会議室
問市民課☎43-5023 予約必要

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　三原市民センター２階
問市消費生活センター☎43-5099

行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　12日（木）13:30～15:00
◆場所　三原市民センター小会議室
問市民課☎43-5023

司法書士会による相談
（無料登記・法律相談、予約不要 ※先着順）

◆日時　17日(火）10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務相談、予約不要 ※先着順）

◆日時　23日(月）10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士 山下富弘事務所☎23-9171

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　９日（月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎（予約必要）
◆申込　☎42-5355（行政書士奥野一喜）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　25日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　構研設計一級建築士事務所
☎0799-64-1199（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　９日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎（予約必要）
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　福祉課☎44-3013

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけに関す
　　　　る相談、不登校、いじめ等学校生
　　　　活に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　家庭児童相談室☎44-3013

 ５月の
　無料相談

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
７
時
〜
９
時

▽
場
所　

鳥
井
公
園
前

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

◆
甍
の
里
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

甍
公
園

問
事
務
局
☎
36
・
２
１
１
７

◆
阿
万
直
売
所

▽
日
時　

第
２
・
４
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

阿
万
港
船ふ

な
だ
ま溜
り

問
事
務
局
☎
55
・
０
６
８
１

　
　　　  　

音楽によるまちづくり実行委員会（仮称）の
実行委員さんを募集
活動目的　
　南あわじ市民の方々に音楽を通じて、豊かな文化、人間性あふ

れる教育の創造や、人と人との交流をはかり街づくりに貢献する

ことを目的に今後事業の企画・実践を展開する。

（具体的には、音楽のイベント企画や、自らの公演実践、イベント

等での舞台運営スタッフなど）

※なお、平成 23年度の活動は『関西 21世紀交響楽団』公演事

業に決定しています

募集人員　10名以内
申込締切　５月16日（月）
申込方法　氏名・住所・連絡先・志望動機をご記入のうえ、
　　　　　教育総務課までお申し込みください。（FAX可）
※なお申込多数の場合、面接させていただく場合があります

問教育総務課 ☎ 37-3017　 F 37-3037

来たれ！ 実行委員さん募集中！



　　　

　

まなびの扉

17 16

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001
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69シリ
ーズ

璃が従で、野
の

掛
がけ

舞
ぶ

台
たい

が中心であっ

たため人形も大型で、太
た

夫
ゆう

は声が

大きいのが第一といわれました。

　また、人形のカシラはそのも

のが美しい芸術品として評価が高

く、様々な仕掛けにより目や唇が

動き、表情が変化するようになっ

ています。国の重要無形民俗文化

財に指定される淡路人形浄瑠璃に

関連する大変貴重な資料として、

昭和４９年に兵庫県指定重要文化

財に指定されています。

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
人
形

カ
シ
ラ（
首
）・
道
具
一
式
（
県
指
定
）

働
く
婦
人
の
家

◆
行
楽
弁
当
づ
く
り

▽
日
時　

５
月
18
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜

▽
内
容　

角
寿
司
な
ど
家
庭
で
簡

単
に
で
き
る
お
い
し
い
料
理

▽
定
員　

20
人

▽
講
師　
「
サ
ナ
あ
わ
じ
」

▽
費
用　

材
料
費
実
費　

▽
申
込
締
切
日　

５
月
12
日（
木
）

◆
東
洋
医
学
の
健
康
教
室（
無
料
）

▽
日
時　

５
月
27
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

▽
内
容　

夏
季
に
向
け
て
の
養
生

法
で
健
康
力
ア
ッ
プ
！

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

「
淡
路
人
形
の
絵
」募
集

▽
応
募
規
格　

画
用
紙
４
つ
切
、

水
彩
画
・
油
絵
・
日
本
画
な
ど

10
号
以
内

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
、

提
出

▽
賞　

特
選
１
点
、
入
選
10
点

▽
応
募
締
切
日　

７
月
１
日（
金
）

問
㈶
淡
路
人
形
協
会
事
務
局
（
生

涯
学
習
文
化
振
興
課
）

　

☎
37
・
３
０
２
０

玉
青
館
20
周
年
記
念「
森
本
栖
鳳

書
作
展
・
加
登
亙
書
展
」

▽
期
間　

６
月
19
日
（
日
）
ま
で

▽
場
所　

玉
青
館
（
松
帆
西
路
）

▽
休
館
日　

月
曜
日

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
洲
本
木で

こ偶
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
淡

路
人
形
頭
展

　
５
月
15
日
（
日
）
ま
で

◆
上
村
源
之
丞
座
資
料
展

　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
元
祖 

源

之
丞
座
に
伝
わ
る
資
料
展

　

５
月
18
日
（
水
）
〜
７
月
中
旬

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
淡
路
人
形
芝
居
の
主
役
た
ち
」

　

８
月
中
旬
ま
で

◆
出
口
敦
司
「
諭
鶴

　
羽
山
周
辺
の
野
鳥
」写
真
展

　
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

消
費
者
月
間 

記
念
講
演
会

　
「
人
は
な
ぜ
だ
ま
さ
れ
る
の
か

〜
悪
質
商
法
と
だ
ま
さ
れ
る
心

理
」
と
題
し
て
立
正
大
学　

西
田

公
昭
先
生
に
よ
る
講
演
等

▽
日
時　

５
月
29
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▽
場
所　

三
原
公
民
館
講
義
室

▽
入
場
料　

無
料

※
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
商
品
テ
ス
ト

体
験
、
バ
ザ
ー
も
予
定

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

☎
43
・
５
０
９
９　
　

 
第
24
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会 

▽
日
時　

５
月
７
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
会
費　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

埋
蔵
文
化
財
ミ
ニ
展
示
９

▽
内
容　

松
帆
西
路
に
あ
る
片
山

遺
跡
で
出
土
し
た
古
墳
時
代
〜

中
世
の
土
器
や
金
銅
製
品
な
ど

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

▽
期
間　

５
月
下
旬
ま
で

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

第
85
回
天
体
観
測
会

「
土
星
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

５
月
21
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

●こどもがまいにちつかうもの
石川 ゆみ著（筑摩書房）

グレーポケットのキャンバ
ス地レッスンバッグ、リネン
のスリッパ、ネコのぬいぐ
るみ、毛糸のマフラー・・・。
男の子も女の子も持てる
バッグや小物の作り方を紹
介します。

●新幹線ものしり百科
（学研パブリッシング）

緑公民館図書室
☎44-3008

●サムソン先生のダジャレ英語学習帳
よしながこうたく作（長崎出版）

「An ant is yawning.（あ
りがあーんとあくびする）」英
語に楽しく親しめるように、
ダジャレを使って英単語を
紹介。笑って学べる、絵本の
ような英語入門書です。
●体験！ソウル 大好きな街
ともっと仲良くなるために！
ＴＯＫＩＭＥＫIパブリッシング発行
（角川グループパブリッシング）

三原図書館☎43-5037

●白オバケ黒オバケのみつけて絵本 
うるまでるび作・絵（学研教育出版）

白オバケのシロッチと黒
オバケのクロッチが、オバ
ケの島で仲間と大さわぎ。
ゆかいなお話を、クイズと
いっしょに楽しみましょう。
「おしりかじり虫」の作者
による、楽しい絵さがし本
です。
●カフェのような家で暮
らしたい（主婦の友社）
西淡公民館図書室
☎37-3028

●私のスポーツ談義
大鐘 稔彦著（幻冬舎ルネッサンス）

「孤高のメス」でミリオンセ
ラーとなり、映画化にもなっ
た大鐘稔彦氏による、幼い
頃の経験もふんだんにちり
ばめられた軽快なスポーツ
エッセイ。盛りだくさんで読
みごたえ抜群。

南淡図書館☎53-0234

●カルルとふしぎな塔
寺田 順三作（白泉社）

　淡路人形も淡路人形から伝わったともいわれる文楽も、ど

ちらも義
ぎ だ

太夫
ゆうぶし

節にのって操る三人遣いです。文楽では浄瑠璃

が中心となって発展しましたが、淡路人形は役者が主で浄瑠

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

無
料（
保
護
者
同
伴
）

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場（
木
田
徹
）

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

第
69
回
淡
路
美
術
協
会
公
募
展

▽
展
示
作
品　

絵
画
・
写
真
・

書
・
彫
塑
工
芸
作
品
な
ど

▽
展
示
期
間　

５
月
３
日
（
火
）

〜
５
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
５
日
は
午
後
４

▲淡路人形浄瑠璃館に置かれ
ているカシラ

時
ま
で
）

▽
会
場　

洲
本
市
文
化
体
育
館

問
淡
路
美
術
協
会
事
務
局（
太
田
）

　

☎
42
・
３
１
１
０

県
立
淡
路
佐
野
運
動
公
園
施
設
の

平
日
料
金
が
半
額

　

野
球
場
、サ
ッ
カ
ー
場
、多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
平
日
料
金
が
4
月

か
ら
半
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。第

2
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
オ
ー
プ

ン
、5
月
29
日
か
ら
利
用
可
能
。

問
運
動
公
園
管
理
事
務
所

　

☎
０
７
９
９
・
64
・
２
２
２
２

 

※○はおやすみです

日 月 火 水 木 金 土

 １     2　           3       4      5   　６     ７ 

 8      9     10    11    12    13    14

15    16    17    18    19    20    21

22    23    24    25    26    27    28   

29    30    31
月末整理

●５月の図書館カレンダー

初回トレーニング講習会
受講者募集

◉子ども連れの受講はできません
問文化体育館☎50-5077

　トレーニングルームを利用する場

合、初回のみ講習会を受講していた

だきます。

　●対象者　16歳以上の人　

　●受講料　500円（市内）

　※次回利用より200円（市内）

　●定員　６人（予約制）

　●講習時間　約１時間30分

日 曜日 第１講習 アドバイス 第２講習

８ 日 10:00～ 13:00～ 15:00～

26 木 14:00～ 17:00～ 19:00～

  9:30 ～　開館
10:00 ～　開会式
　　　　　工作モビールづくり
10:30～　人形劇・大型紙芝居
12:00 ～　手作りおやつ
　　　　　韓国民族衣装体験
　　　　　 

13:00 ～　エコバックづくり
　　　　　　クイズコーナー
13:30 ～　バルーンクラフト
14:00～　おはなし会　　　　　 
15:00 ～　まち探検

●イベント内容●　第９回
読書っ子まつり

●日時　５月22日（日）
　　　　９：30～16：00
●場所　南淡図書館
　　　  ☎ 53-0234

※その他、市内の児童・生徒作品展示、古本コーナーや、
パパのためのデジカメ教室（要予約）もあります！

～読書でこどもの心をゆたかに～

　～参加費無料～

　従来のヨガ運動に加え、パワーヨガで

は、身体を動かしながら、呼吸を深めボデ

ィメイク効果を高めるプログラムです。

 ●対象者　16歳以上の人

 ●受講料　4,000円（全８回）

 ●定員　　50人（予約制）

 ●開始時間　19:30～

回数 月日 曜日

第 １ 回 ５ 月 27 日 金

第 ２ 回 ６ 月 ３ 日 金

第 ３ 回 ６ 月 10 日 金

第 ４ 回 ６ 月 17 日 金

第 ５ 回 ６ 月 24 日 金

第 ６ 回 ７ 月 １ 日 金

第 ７ 回 ７ 月 ８ 日 金
第 ８ 回 ７ 月 15 日 金

パワーヨガ教室
受講生募集

※
文
化
体
育
館
で
は
、４
月
か
ら
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会（
第
１
講
習
時
間
）終
了
後
、イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す（
講
習
会
終
了
者
対
象
）
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 時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名
月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院
八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 平日18:00～23:00

土曜13:00～23:00南淡路病院

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

２ 月

９:00～ 10:30

三原保健センター
９ 月 緑保健福祉センター
16 月 西淡保健センター
23 月 南淡福祉保健センター

● Ａ型リハビリ教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

機能訓練を必要とする
64歳以下を対象（要予約）

27 金 10:00～12:00 緑保健福祉センター

   ５月の健康カレンダー

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）
内容  日 曜日　    時間 場所

阿波踊り体操
６ 金

10:00 ～ 緑保健福祉センター
18 水

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 担当医師 備　　考

５月 １日（日） 富 本 康 仁 医師

受診前に電話をおか
けください。
☎23ｰ2700
担当医は都合により変更
になることもあります。

５月 ３日（火） 奥 村　　 司 医師

５月 ４日（水） 大 橋　　 明 医師

５月 ５日（木） 平 山　　 穀 医師

５月 ８日（日） 植村幹二郎 医師

５月1５日（日） 田 中 一 宏 医師

５月２２日（日） 富 本 康 仁 医師

５月2９日（日） 奥 村　　 司 医師

 休日小児救急診療（県立淡路病院）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

５月 １日（日） 福 原 正 博 医師 斉 藤 雅 文 医師

５月 ３日（火） 富 本 喜 文 医師 柴 田 亮 平 医師

５月 ４日（水） 高 田 育 明 医師 高 田 育 明 医師

５月 ５日（木） 柴 田 亮 平 医師 穀 内 純 江 医師

５月 ８日（日） 真 野 博 文 医師 高 田 育 明 医師

５月1５日（日） 宮 崎 美 枝 医師 柴 田 亮 平 医師

５月２２日（日） 村 野 謙 一 医師 穀 内 純 江 医師

５月２９日（日） 浦 瀬　　 巌 医師 鈴 木 俊 示 医師

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 19 木 13:15～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（23年１月生）

31 火 12:30～ 13:00

10か月児健康診査
（22年７月生）

17 火 12:30～ 13:00

１歳６か月児健康診査
（21年10月生）

10 火 12:30～ 13:00

３歳児健康診査
（20年４月生）

24 火 12:30～ 13:00

２歳児歯科健診
（21年２月生）

20 金 13:00～ 13:30

強い歯・幼児フッ素塗布
（20年２月･20年８月生）

13 金 13:00～ 14:45

育児相談
（22年３月生）
（22年10月生）

６ 金

13:00～14:00

南淡福祉保健センター
16 月 西淡保健センター
25 水 緑保健福祉センター
30 月 三原保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（22年12月生）

26 木 ９:45～ 10:00
緑保健福祉センター

遊びの教室 12 木 ９:30～（予約制）
発達支援相談 12 木 13:30～（予約制）

種類 接種率 接種時期

ポリオ
１回目 100%

生後３～90か月未満※
２回目 99.7%

BCG － 100% 生後３～６か月未満※

３種混合
（１期）

１回目 99.7%

生後３～90か月未満※
２回目 99.2%

３回目 98.4%

追加 87.6%

麻疹・風疹

１期 97.7% １～２歳未満※

２期 95.5% Ｈ16.4.2～H17.4.1生

３期 97.5% Ｈ9.4.2～H10.4.1生

４期 92.2% Ｈ4.4.2～H5.4.1生

受けていますか？

子どもの予防接種　

に
起
こ
る
病
気
で
す
。
世
界
的
に
見
て
も
子

ど
も
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
あ
り
、
衛
生

環
境
が
整
っ
た
日
本
で
も
子
ど
も
の
命
に
か

か
わ
る
も
の
や
、
後
遺
症
を
残
す
恐
れ
の
あ

る
病
気
が
あ
り
ま
す
。

受
け
て
お
き
た
い
予
防
接
種

　

予
防
接
種
に
は
定
期
接
種
と
任
意
接
種
の

２
種
類
あ
り
ま
す
。定
期
接
種
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、ポ

リ
オ
、３
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
、百
日
ぜ
き
、

破
傷
風
）、日
本
脳
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
受

け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
強
く

す
す
め
て
い
る
予
防
接
種
で
す
。決
め
ら
れ
た

期
間
内
な
ら
公
費（
無
料
）で
受
け
ら
れ
ま
す
。

受
け
る
時
期
や
間
隔
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

任
意
接
種
は
ヒ
ブ
、
肺
炎
球
菌
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
水
ぼ
う
そ
う
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
希
望
さ
れ
る
人
が
受

け
る
予
防
接
種
で
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
と

相
談
し
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
に
つ
い
て

　

定
期
予
防
接
種
は
市
指
定
医
療
機
関
で
受

け
ま
す
。ポ
リ
オ（
19
頁
参
照
）以
外
は
市
指
定

の
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
が
必
要
で
す
。詳
し

く
は
生
後
１
か
月
頃
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

予
防
接
種
は
体
調
が
よ
い
と
き
に

　

次
の
場
合
は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

❶
発
熱
し
て
い
る

❷
急
性
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

❸
予
防
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る

成
分
で
、
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
予
防
接
種
を
受
け
る
の

に
不
適
当
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
か
健
康
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い

　お母さんから赤ちゃんにプレゼントした病気に対する抵抗力（免疫）は乳児期に自然に失わ
れていくので、子ども自身で免疫をつくって病気を予防する必要があります。予防接種で免疫
をつけ、感染症にかからないないように予防しましょう。問健康課☎44-3004

染
症
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど

の
病
原
菌
が
体
内
に
侵
入
し
た
た
め

母子手帳と予診票は必須アイテムです。
接種当日、忘れないように事前に準備しておきましょう。
❶予診票（シールの貼ってあるもの）
❷母子健康手帳　　　　　　　　
❸体温計

持ち物チェックリスト

感

● 元気はつらつ教室
内容  日 曜日　    時間 場所

骨量測定、健康講話※要予約 ９ 月 12:30 ～
南淡福祉保健センター

元気はつらつ健康講話、体操 26 木 13:00 ～

● いきいき百歳体操モデル事業
内容  日 曜日　時間 場所

筋力運動

※足腰が弱ってきたと

感じる人などが対象

２ 月

13:15 ～ 西淡庁舎集会室
10 火
17 火
24 火
31 火

※調査対象＝平成22年度３歳児健診受診者

▲生後１か月の子ども
がいる家庭に健康課か
ら送付される案内（予
防接種つづりなど）

　二種混合とはジフテリア・破傷風の２種類のワクチン
を混合したものです。特に破傷風菌は、土の中に潜んで
いて、人の傷口から感染します。基礎免疫は、生後90か
月までに接種とされていますが、追加接種をすることで、
さらに免疫をつけることができ予防効果を高めます。
対象者　11歳※年齢は平成23年４月１日現在のもの

対象者　平成24年３月末まで

二種混合予防接種

　これまで総合窓口センターで行って

いた母子健康手帳の交付場所を４月

母子健康手帳

以降健康課(緑保健福祉センター内)に変更しています。

健康課で交付しています

場所　緑保健福祉センター
受付時間　13：00～13：30

ポリオ予防接種

日程 接種の対象者

５月11日（水） 平成22年４月～７月生

５月18日（水） 平成21年４月～平成22年３月生

６月１日（水）
平成22年12月～平成23年１月生

平成15年12月２日～平成21年３月生

問健康課☎44-3004
※当日都合が悪い人は、健康課へご連絡ください

町ぐるみ健診お申込みはお早めに！
　既にお申込み期限は過ぎていますがまだ受付

可能です。あなたとあなたを必要とする人のため

に年に1度は必ず健診を受けましょう。



　

心のかけはし
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子育て学習･支援センターはお父さん、おじいさ
ん、おばあさん、帰省中の方なども利用することが出来ます。
今年度は「イクメン事業」としてお父さんのイベントも盛りだ
くさんです。ぜひ、ご家族そろってお越しください。

広報 

　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもっ

て発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、

⑤広報または南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、情報課までご応募ください。

■応募〆切　５月10日（火）※消印有効

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　
　広報クイズ

ます。

　市では、辰美・西淡志知・灘・三原志知・湊の５教

室と今年度より沼島教室が新設され活動しています。

また夏休みには伊加利公民館でやまの学園も開催して

います。

　放課後、ボランティアスタッフと共に、宿題や伝承

あそび、スポーツ、絵画、工作などの遊びを通じて、

子ども達が自ら学べる時間を過ごしています。

問生涯学習文化振興課☎ 37-3020

放課後子ども教室

子育て学習･支援センターはお父さん、おじいさ

子育て広場

平成23年４月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

▲ＱＲコード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
４
月
号
の
正
解
は「
鳴
門
」。56
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

●催し（①親子ひろば、②・④・⑤ママひろば、③イクメン講座）
行事名 日時 内容

①交通安全教室
16日
10:30～11：30

働く婦人の家

②いきいきＨＡ
ＰＰＹメイク講座

20日
10:15～11：45

働く婦人の家、500円、15組
※要予約

③パパのため
のデジカメ講座

22日
11:00～12：00

南淡図書館、200円、５組、デジ
タルカメラ持参

④ネイルアー
ト講座

６月６日
10:00～11：30

働く婦人の家、1000円、10組
※要予約

⑤エコクラフト
６月６日
10:00～11：30

働く婦人の家、350円、10組
※要予約

鯉のぼりを作って
遊ぶ子どもたち。
30組の親子が参
加し賑わいました
（４月18日撮影）

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込不要）
ひろば名 ５月の開設日 場所 時間
みどり 6,13,18,25,27 緑保健福祉センター

10:00
～
11:30

せいだん 10,12,17,19,24,26,31 西淡保健センター

みはら 17,24,26,31 働く婦人の家

なんだん 6,11,13,18,20,25,27 南淡公民館

●年齢別ふれあいひろば
ひろば名 対象 開催日 時間 場所 持参
ひよこ ０歳児 ９日 10：00～ 働く婦人の家 バスタオル
りす １歳児

９日 10：00～ 働く婦人の家
お米１合・お茶・
レジャーシート、
100円※要予約

うさぎ ２歳児
ぞう ３歳児

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）
自由な時間に親子で遊ぶことができます。

　国の「放課後子どもプ

ラン」を活用し、市では

放課後、子どもたちの安

全で健やかな居場所を確

保し、地域住民との交流

の場として、「放課後子

ども教室」を開設してい

▲お茶会

問子育て学習・支援センター☎42-7703、９：00～16：00

▲ＣＮＡのど自慢大会は生放送されま
す。(24頁を参照ください)

阿那賀診療所
☎39-0668

（月・水・木曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火・金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00

伊加利診療所
☎39-0886

（火・金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●人　口 51,450人（前月比－108人）
　（男）　 24,817人（前月比－56人）
　（女）　 26,633人（前月比－52人）
●世帯数 18,560世帯（前月比＋11世帯）
　　　　　　　　※平成23年４月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
　山　達也（福　良）

黒田圭一郎（志　 知 ）

新﨑　隆太（　 湊　）

島 長　　 渉（伊丹市）

堀井　正富（　 市　）

倉 本　　 亮（ 阿　 万 ）

清水　哲也（　 市　）

中田　英吾（賀　集）

濵田　拓也（松　帆）

前田　和輝（松　帆）

松下　勢司（志　知）

山畠　雅志（鳥取県）

丸添　悠介（　 湊　）

石田健一郎（　 湊　）

神代　拓児（松　 帆 ）

田原健太郎（松　 帆 ）

奥野　憂香（洲本市）

宮本さゆり（賀　集）

飯田真奈己（　 灘　）

泉川　明代（大阪府）

中尾ちとせ（阿那賀）

山田　由佳（川西市）

藤井　千明（神　代）

岡田　真澄（神　代）

藤村　麻美（徳島県）

豆井　香住（神戸市）

藤本　あみ（淡路市）

山村恵美子（鳥取県）

近藤　真美（榎　列）

山下久美子（津　井）

大濵　早織（洲本市）

長手　　唯（洲本市）

３ 月 20 日

３ 月 26 日

３ 月 26 日

３ 月 27 日

３ 月 27 日

４ 月 １ 日

４ 月 １ 日

４ 月 １ 日

４ 月 ２ 日

４ 月 ５ 日

４ 月 ５ 日

４ 月 ５ 日

４ 月 ８ 日

４ 月 11 日

４ 月 11 日

４ 月 11 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日

土井　綾子
細川　秋夫
服部　　融
浮田　誠一
前川　　保
松原はつよ
島　きよこ
飛田　岩夫
道上美知子
南　　英子
阿閉みさを
中谷美代子
榎本　晴治
濵野ゆきゑ
　川　重弘
村上　　清

八 木
八 木
市

福 良
倭 文
松 帆
榎 列
福 良
松 帆
賀 集
福 良
松 帆
阿 万
湊

阿 万
志 知

94
89
80
72
75
96
85
84
80
86
89
80
75
88
89
89

３月 16 日
３月 16 日
３月 17 日
３月 18 日
３月 18 日
３月 18 日
３月 19 日
３月 20 日
３月 20 日
３月 20 日
３月 21 日
３月 21 日
３月 22 日
３月 22 日
３月 22 日
３月 22 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

中 村　　 蓮
れん

中 川　 桃
も も か

華

野 田　 彩
い ぶ き

吹

齋 藤　 虹
こ う こ

子

角 山　 琉
る い

偉

桑 坂　　 芽
めい

土 井　 星
き ら り

凛

北 井　 千
ち は る

陽

宮 本　 美
み く

久

三 野　 泰
た い と

叶

前 田　　 善
ぜん

福 岡　 玲
りょうが

駕

前 川　 陽
は る き

紀

古 川　 晴
せ お

桜

吉 岡　 佑
ゆ う と

斗

江 本　 莉
り さ

彩

三 宅　 虹
こ う き

輝

島 田　 桃
も も か

香

英　　 煌
こ う た

大

藤 本　 成
な り た

大

安 井　 陽
ひ な た

太

柳 田　 真
ま ゆ う

優

佐 々木美
み う

羽

長 手　 隆
りゅうた

太

　 原　 來
く る み

実

髙 橋　 弥
み お

桜

ディアラ健
けんいちろう

一郎
           シンバヤヤ

長 尾　 輝
て っ た

大

濵 田　 愛
ま な

菜

藤井陵
りょうたろう

太 朗

福 成　 百
も も か

花

沖 田　　 旭
あさひ

神 木 ゆづな

長濱永
と わ こ

和 子

恵本衣
い ま り

茉 里

男

女

女

女

男

女

女

女

女

男

男

男

男

男

男

女

男

女

男

男

男

女

女

男

女

女

男

男

女

男

女

男

女

女

女

巳 和

元 喜

康 人

新 太

英 利

悠 希

龍 二

正 人

篤 司

康 弘

圭

晃 裕

英 嗣

将

聖 彦

幸 義

栄 二

朗 宏

雅 哉

大 輔

三 貴

好 毅

祐 輔

克 浩

寛 高

佑 介

マハマドゥ

隼 寛

誠 人

裕 也

修 三

任 弘

伸 夫

賢 吾

克 仁

津 井

北 阿 万

賀 集

八 木

潮 美 台

洲 本 市

湊

福 良

福 良

湊

広 田

榎 列

北 阿 万

松 帆

滋 賀 県

賀 集

榎 列

北 阿 万

阿 那 賀

神 代

潮 美 台

倭 文

広 田

市

広 田

広 田

東 京 都

福 良

神 代

広 田

賀 集

潮 美 台

市

賀 集

広 田

11 月 ９ 日

３ 月 ５ 日

３ 月 ６ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 10 日

３ 月 10 日

３ 月 12 日

３ 月 13 日

３ 月 13 日

３ 月 14 日

３ 月 16 日

３ 月 19 日

３ 月 20 日

３ 月 21 日

３ 月 21 日

３ 月 22 日

３ 月 22 日

３ 月 23 日

３ 月 23 日

３ 月 24 日

３ 月 24 日

３ 月 27 日

３ 月 28 日

３ 月 29 日

３ 月 29 日

３ 月 31 日

４ 月 １ 日

４ 月 ２ 日

４ 月 ２ 日

４ 月 ２ 日

４ 月 ３ 日

４ 月 ６ 日

４ 月 ６ 日

４ 月 ７ 日

４ 月 11 日

氏名 年齢 地区 死亡日

奥野　富榮
沼田カズヱ
沖　きくゑ
蟬塚しづこ
髙田たまゑ
松野　武雄
鈴木　鈴子
平山　善夫
　所　　喜
山﨑　大　
堤　　安夫
髙田つね子
松井こむめ
堀井　　武

榎 列
神 代
福 良
阿 万
市

阿那賀
賀 集
志 知
志 知
沼 島
八 木
市

倭 文
松 帆

86
98
104
88
91
75
61
78
82
66
79
96
93
68

３月23日
３月23日
３月26日
３月27日
３月27日
３月27日
３月28日
３月31日
３月31日
３月31日
４月２日
４月３日
４月３日
４月６日

氏名 年齢 地区 死亡日

田浦　幸夫
藤本　　榮
榎本美智代
三野　正已
山口　健介
楠　シゲノ
船本　福平
金生　重城
阿部　恒次
榎本むめの
柏木　道夫
三浦　賢一
納　　正雄
船越　秀子

松 帆
神 代
神 代
市

潮美台
神 代
灘

北阿万
阿 万
阿 万
八 木
阿那賀
倭 文
北阿万

75
99
82
59
73
97
83
82
80
98
79
79
73
97

４ 月 ７ 日
４ 月 ７ 日
４ 月 ８ 日
４ 月 ９ 日
４ 月 ９ 日
４月 10 日
４月 10 日
４月 11 日
４月 12 日
４月 13 日
４月 13 日
４月 13 日
４月 14 日
４月 15 日

死亡

　まちの身近な話題を放送

するケーブルテレビ局『さんさんネット』は４月か

ら「さんさんニュース」を週２回更新しています。
　５月 22 日には

開局○周年記念と

して「ＣＮＡのど

自慢大会」を開催

し ま す。　　　　

　さて、さんさん

ネットは今年で開

局何周年になるで

しょうか？

ベビーマッサージ（ひよこ）
体育館で遊ぼう

▲大きな紙にみんなで力を
合わせ絵を描きました

▲ハロウィンでかぼちゃのランプ作り

別
助



米粉利用推進協議会米粉のピンス焼き
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）
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農
地
か
ら
古
墳
２
基
発
見

広報 

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
ヘ
ル
シ
ー
な
フ
ラ
ン
ス
料
理

商
工
会
南
淡
支
部
阿
万
地
区

桜
に
ち
ょ
う
ち
ん
が
飾
り
付
け
ら
れ
る 　

　
　

働
く
婦
人
の
家

里
丸
山
１
・
２
号
墳

子育てほっとステーション「親子で南淡ら・ら・ら」が開設
　ショッピングセンターらら・ウォーク（賀集）に、子育てほっとステー

ション「親子で南淡ら・ら・ら」が開設されています。子供と一緒でも

気軽に買物に出かけられるよう、子育て支援スポットとして開設してい

ます。幼児にも安全にクッションマットを壁面に使用して、遊びのスペー

スに絵本や積木、保護者が座って見守れるテーブルや椅子も設置されて

います。母親同士のちょっとした息抜きや交流の場として、また、親子

イベントの催しや育児ボランティア活動などでの利用ができます。　　
▲森さんは「配合する水や卵などの量を調
整するのが難しかった。もっちりとした食感
のピンス焼きができた」と笑顔で話します

　

湊
里
地
区
で
３
月
31
日
に
、
埋

蔵
文
化
財
事
務
所
が
古
墳
時
代
後

期
（
７
世
紀
前
半
）
に
造
ら
れ
た

と
さ
れ
る
古
墳
２
基
を
発
見
し
た

ち
ょ
う
ち
ん
は
４
４
０
個
。
地
区

の
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
１
２
５

団
体
の
業
者
や
自
治
会
の
協
力
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

か
わ
い
ら
し
い
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生

　市や食品会社などで作る「南あわじ市米粉利用推進協議会」は、

米粉を使ったピンス焼きを開発しました。同会では、昨年から米粉

の需要を伸ばそうと米粉のピンス焼きの開発に着手し、同会員で㈲

AME企画の森鈴夫さんの協力を得て完成させました。

　同会は、「米粉をイベントなどでもっとPRして需要の拡大を図って

していきたい」としています。米粉のピンス焼きは５月 15日にイング

ランドの丘で開催される南あわじ直販フェアでも販売されます。

▲約60匹のこいのぼりが川に沿って泳い
でいます

こ
と
を
発
表
を
し
ま
し
た
。
同
地

区
で
は
、
今
年
度
計
画
さ
れ
て
い

る
ほ
場
整
備
事
業
を
前
に
確
認
調

査
を
実
施
。
地
下
に
遺
跡
が
あ
る

こ
と
を
発
見
し
、
今
年
２
月
よ
り

発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
号
墳
は
幅
90
㎝
×
長
さ
４
ｍ

の
横
穴
式
石
室
を
持
つ
、
直
径

７
〜
８
ｍ
の
円
墳
も
し
く
は
方

い
。
来
年
は
桜
の
咲
く
時
期
に
、

自
治
会
や
公
民
館
の
協
力
を
得
て

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
は
、
か

わ
い
ら
し
い
赤
ち
ゃ
ん
の
ワ
ラ

ビ
ー
と
ア
ン
ゴ
ラ
ヤ
ギ
が
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

誕
生
し
た
ワ
ラ
ビ
ー
は
４
頭
。

同
施
設
で
は
、
ベ
ネ
ッ
ト
ア
カ
ク

５
月
頃
ま
で
、
袋
の

中
か
ら
ひ
ょ
っ
こ
り

顔
を
出
す
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
同
施
設
で

は
、
双
子
の
ア
ン

ゴ
ラ
ヤ
ギ
が
３
月
に
誕
生
し
ま
し

た
。
現
在
４
頭
飼
育
さ
れ
て
い
ま

す
。
ア
ン
ゴ
ラ
ヤ
ギ
は
ね
じ
れ

た
角
と
白
い
光
沢
の
あ
る
毛
が
特

徴
。
毛
は
織
物
の
原
料
と
し
て
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

同
施
設
の
飼
育
員
は
、「
子
ど

も
の
元
気
な
姿
を
見
て
癒
さ
れ
て

ほ
し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。▲出土した勾玉や管

玉、ガラス玉

4
月
19
日
、
働
く
婦
人
の
家
で
、

「
プ
ロ
が
教
え
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
」

▲できあがった料理

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

20
人
の
受
講
生
が
、
手
軽

に
手
に
入
る
材
料
を
使
っ

た
「
若
鶏
の
パ
ン
粉
焼

き
」「
海
の
幸
の
バ
ジ
ル

風
味
」「
鳴
門
金
時
の
ポ

タ
ー
ジ
ュ
」
の
見
事
な
料

理
を
完
成
さ
せ
て
、
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
の
安
田
さ
ん
は
、「
淡
路
の

食
材
は
、新
鮮
で
味
が
違
い
ま
す
。

地
元
食
材
を
使
っ
て
気
軽
に
フ
ラ

ン
ス
料
理
を
家
庭
で
楽
し
ん
で
欲

し
い
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲アンゴラヤギは北米や南
アフリカで飼育されています

ま
す
。
１
号
墳
と
２
号
墳
は
同
じ

方
向
に
造
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の

有
力
者
と
そ
の
関
係
者
ら
が
埋
葬

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
出
土
物
は
、
須
恵
器
や
ガ
ラ

ス
玉
な
ど
約
１
２
０
点
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

同
事
務
所
の
坂
口
弘
貢
課
長
補

佐
は
、「
市
内
で
古
墳
の
発
掘
は

６
例
目
。
淡
路
の
古
墳
時
代
の
埋

葬
方
法
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
古

墳
で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲手前が１号墳で奥が２号墳

墳
。
ま
た
隣
接
し
て
築
造
さ

れ
た
２
号
墳
は
、
直
径
５
〜

６
ｍ
の
円
墳
で
、
幅
90
㎝
×

長
さ
２
・
９
ｍ
以
上
の
横
穴

式
石
室
を
持
ち
、
１
号
墳
の

後
に
造
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い

ビ
ワ
ラ
ビ
ー
が
15

匹
飼
育
さ
れ
て
い
ま

す
。
ワ
ラ
ビ
ー
の
赤

ち
ゃ
ん
は
８
〜
９
か

月
間
、
母
親
の
袋
の

中
に
入
っ
て
成
長
し

ま

す
。

▲ワラビーはオーストラリ
アやタスマニア島に生息

▲里丸山１・２号墳の
イメージ図

　

商
工
会
南
淡
支
部
阿
万
地
区
の

メ
ン
バ
ー
が
、
地
区
の
桜
の
名
所

に
ち
ょ
う
ち
ん
の
飾
り
付
け
を

行
い
ま
し
た
。
飾
り
付
け
ら
れ
た

　

同
地
区
長

の
池
本
健
さ

ん
（
阿
万
）

は
「
人
の
集

ま
る
流
れ
を

作
り
、
街
を

活
性
化
さ
せ

て
い
き
た

▲ちょうちんにはLED電球が付け
られ、省エネ対策が施されている

お局塚供養祭保存活動を続け後世に残す
　伊加利にある多摩山にあるお局塚で、４月 18日お局塚保存会の会員

ら約 15人が供養祭に参列しました。同塚は平清盛の甥、通盛の妻小宰

相の局が弔われたとされています。保存会では 18日を命日と決め、昭

和 37年から毎年供養祭を行っています。祭典では行徳寺（大阪）川端

寛恵住職がお経を唱える中、次々と参列者が焼香をしました。

　保存会会長の樫野英昭さん（伊加利）は「命ある限り保存活動を続け

ます。そして次の世代に伝えていきたい」と話していました。

西淡ライオンズクラブ防犯ブザー寄贈
　市内 17校の小学校で４月８日、入学式が行われ、新１年生

４２９人全員に防犯ブザーが配られました。このうち、２００

個は西淡ライオンズクラブ ( 瀬尾弘澄会長 ) から贈られたもの

です。寄贈は今年で７回目。防犯ブザーはてんとう虫の形をし

ており、子どもたちの人気を集めています。

　同クラブと市では、近年全国的に増加している子どもを取り

まく犯罪の予防などに役立つようにと、毎年配布しています。▲お局塚の前に参列する関係者 ▲防犯ブザーを手に微笑む児童たち

　

プ
テ
ィ
ポ
ア
（
八
木
）
店
長
の

安
田
將
典
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て

▲「県の子育てほっとステーション設置事業」の補助
を受けて開設。問ららウォーク事務局☎50-2020

▲午前と午後の2回、各20人が協
力して約1時間で料理を完成
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江え

尻じ
り

村
の
南
、三
原
川
下
流

域
南
岸
の
低
地
に
立
地
す
る
。

脇
田
村
を
中
に
挟
ん
で
上か
み

牓ぼ
う

示ず
（
沖
田
）・
下
牓
示（
浜
）に

分
れ
て
い
る
。上
牓
示
に
あ
る

塩し
お
が
ま竈
八
幡
神
社
の
天
文
十
三
年

（
１
５
４
４
）銘
の
棟
札
塩
浜
高

屋
脇
田
と
三
ヵ
村
の
名
が
あ
っ

た
と
い
う（『
兵
庫
県
神
社
誌
』）。

「
淡
路
国
御
蔵
入
目
録
」に「
た

か
や
大
夫
分
」と
み
え
、「
正
保

国
絵
図
」で
は
高た

か

野や

村
と
見
え

る
。高
屋
の
地
名
の
由
来
と
し

て
、元
禄
五
年（
１
６
９
２
）に
僧

碧へ
き
た
ん湛
が
誌
し
た「
三み

邑さ
と

八
幡
宮

記
」に
、仁に

ん
と
く徳

天
皇
が
三
原
に
遊

猟
し
た
時
に
高
殿
を
造
っ
た
こ

と
に
よ
る
と
い
う
の
は
、付ふ

会か
い
の

説
で
あ
る
。地
形
よ
り
考
え
る
と
、

「
タ
カ
」が
微
高
地
と
す
れ
ば
、

上
牓
示
が
こ
れ
に
あ
た
り
、「
ヤ
」

を
湿
地（
塩
田
）と
す
れ
ば
、下

牓
示
が
こ
れ
に
あ
た
る
。古
式
入

浜
塩
田
の
跡
と
思
わ
れ
る
高
屋
、

沖
田
、東
浜
、南
浜
、中
浜
、前
浜

が
あ
る
。明
治
の
地
租
改
正
後
、

高
屋
は
、福
良
と
と
も
に
甲
・
乙

番
地
制
を
採
用
し
た
。

『続三原郡史』松 

帆
高
屋
（
ま
つ
ほ
た
か
や
）

郡
史
の
拾
い
読
み　

知
っ
て
お
き
た
い
・
・
・

地
形
よ
り
…

問
編
纂
事
務
局

　

市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

※第７編 各説 地名の改変 三原郡の大字名と冠称の由来から抜粋

　

塩し
お
は
ま浜

村
の
北
、
古こ

つ

ろ
津
路
村
の

東
に
位
置
し
、
倭
文
川
が
三
原

川
に
合
流
す
る
地
点
で
、
播
磨

灘
の
潮
は
三
原
川
河
口
か
ら
当

地
ま
で
差
し
込
む
。「
淡
路
国
御

蔵
入
目
録
」
に
み
え
る
「
ひ
が

し
こ
つ
ろ
」
は
当
地
に
比
定
さ

れ
る
（『
三
原
郡
史
』）。「
正
保

国
絵
図
」
に
江
尻
浦
と
見
え
る
。

江
の
尻
で
河
口
の
意
で
あ
る

語
り
継
い
で
い
き
た
い
、
次
世
代
へ

限
定
版
！
購
入
は
市
長
公
室
ま
で

松 

帆
江
尻
（
ま
つ
ほ
え
じ
り
）

江
の
尻
で
河
口
の
意
…

地
名
の
由
来 
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の
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　地域特産PRイベント
　『南あわじ直販フェア』 開催
　   　市内の朝市などが、安全・安心の新鮮とれたて野菜や海産物の販売をします。

      ◆日時　５月15日(日)
　　　     午前10時～午後3時（予定）
　　※売り切れ次第終了します。

      ◆場所 イングランドの丘
　　　　
     問南あわじ市直販所連絡協議会・農林振興課☎43-5025

第22回 淡路だんじり唄コンクール開催
　淡路の伝統芸能「だんじり唄」を伝承する島内、市内の祭礼団や愛好グ

ループが集い、競演！

◆日時　５月15日(日)午前9時～（開演）
◆場所　三原公民館大ホール
※入場無料
問淡路文化会館☎0799-85-1391　

ケーブルネットワーク淡路開局10周年記念
ＣＮＡのど自慢大会 開催
　ケーブルネットワーク淡路が開局10周年を迎え、生中継の試験放送も

あわせ 『CNAのど自慢大会』 を開催します。　  

　さんさんネット・テレビで生中継！ 
◆日時　５月22日(日)午後３時～（開演）
◆場所 三原公民館 大ホール※入場無料
　　　　
問さんさんネット☎43-2345
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